
共
和
三
年
に
お
け
る
旬
日
祭
典
の
再
編

36 （36）

山

中

聡

【
要
約
】
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
は
、
旧
体
制
期
の
価
値
観
や
生
活
規
範
を
刷
新
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
一
般
に
門
習
俗
の
革
命
」

と
表
現
さ
れ
る
が
、
特
に
共
和
二
年
に
は
こ
れ
を
考
え
る
上
で
重
要
な
要
素
が
集
中
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
要
素
の
う
ち
、
共
和
暦
に
よ
る
「
時

間
の
革
命
」
か
ら
派
生
し
て
実
施
さ
れ
た
旬
日
祭
典
に
注
目
す
る
。
先
行
研
究
で
は
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
壮
大
な
る
実
験
」
と
も
言
う

べ
き
共
和
二
年
を
経
て
、
共
和
三
年
に
新
た
に
再
編
さ
れ
た
こ
の
祭
典
は
、
新
し
い
習
俗
の
与
え
煮
た
る
「
革
命
家
」
と
、
彼
ら
の
政
策
を
受
容
あ
る
い

は
拒
否
し
た
「
民
衆
」
の
相
互
関
係
の
一
端
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
、
共
和
二
年
置
は
不
振
に
終
わ
っ
た
旬
日
祭
典
が
、

共
和
三
年
に
お
け
る
再
編
に
お
い
て
、
前
年
度
の
失
敗
を
踏
ま
え
た
上
で
「
民
衆
」
、
中
で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
の
融
和
を
は
か
る
も
の
と
し
て
再
構

築
さ
れ
て
い
く
過
程
が
、
ま
た
、
こ
の
再
編
作
業
が
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
亡
き
後
の
革
命
が
創
り
出
し
た
政
治
文
化
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
七
巻
一
号
　
二
〇
〇
四
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
は
、
旧
体
制
期
の
伝
統
的
な
価
値
観
を
否
定
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
価
値
基
準
や
行
動
様
式
を
新
た
に
創
り
出
す
試
み
が

な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
一
般
に
「
習
俗
の
革
命
」
や
「
文
化
の
革
命
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
共
和
二
年

（
一
七
九
三
年
九
月
－
一
七
九
四
年
九
月
）
と
呼
ば
れ
る
時
期
に
は
、
企
画
者
の
立
場
や
思
惑
は
各
々
異
な
り
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
考
え
る
上
で
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重
要
な
要
素
が
集
中
し
た
。
～
七
九
三
年
秋
か
ら
の
非
キ
リ
ス
ト
教
化
運
動
を
経
て
実
施
さ
れ
た
エ
ベ
ー
ル
派
に
よ
る
理
性
の
祭
典
や
、
革
命

的
地
名
変
更
に
よ
る
「
空
間
の
脱
キ
リ
ス
ト
教
化
扁
、
共
和
暦
の
制
定
に
よ
る
「
時
間
の
革
命
」
、
そ
し
て
ロ
ベ
ス
ピ
エ
…
ル
に
よ
る
最
高
存
在

の
祭
典
等
が
、
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
こ
れ
ら
の
事
例
に
対
し
て
は
、
既
に
オ
ズ
ー
フ
の
祭
典
研
究
や
、
ハ
ン
ト
の
政
治
文
化
論
、
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
に
よ
る
共
和
二
年
の
研
究
等
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
立
川
孝
一
の
祭
典
論
、
松
浦
義
弘
の
政
治
文
化
研
究
、
谷
川
稔
に
よ
る
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

俗
の
対
立
を
軸
と
し
た
近
代
フ
ラ
ン
ス
史
論
等
が
注
目
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
共
和
二
年
に
お
け
る
習
俗
刷
新
の
試
み
の
う
ち
、
「
旬

日
祭
典
」
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
あ
る
。

　
旬
日
祭
典
と
は
、
共
和
暦
の
嗣
定
か
ら
派
生
し
て
実
施
さ
れ
た
革
命
祭
典
の
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
共
和
暦
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
キ

リ
ス
ト
教
的
な
時
間
の
捉
え
方
を
合
理
・
世
俗
化
し
、
共
和
主
義
的
な
心
性
の
瀕
養
を
は
か
る
た
め
の
試
み
と
し
て
、
～
七
九
三
年
一
〇
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

制
定
さ
れ
た
新
し
い
暦
で
あ
る
。
こ
の
暦
の
制
定
後
、
一
年
の
始
ま
り
は
共
和
政
誕
生
の
九
月
二
二
日
（
秋
分
の
日
で
も
あ
る
）
と
な
り
、
暦
の

把
握
に
は
十
進
法
が
導
入
さ
れ
、
ひ
と
月
は
三
〇
日
と
な
り
、
国
民
の
休
日
は
一
〇
日
に
　
度
1
1
旬
日
と
な
っ
た
。
旬
日
祭
典
は
こ
の
旬
日
に

実
施
さ
れ
た
。

　
祭
典
の
展
開
を
概
観
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
一
七
九
三
年
一
一
月
に
、
旬
日
に
祭
典
を
行
う
こ
と
が
国
民
公
会
に
お
い
て
決

定
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
七
九
四
年
五
月
七
日
、
す
な
わ
ち
共
和
二
年
フ
ロ
レ
ア
ル
一
八
瞬
に
お
け
る
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
報
告
に
お
い
て
、
祭

典
内
容
の
規
格
化
が
行
な
わ
れ
た
。
続
い
て
、
共
和
三
年
半
冬
、
す
な
わ
ち
一
七
九
四
年
一
二
月
か
ら
翌
九
五
年
二
月
に
か
け
て
は
、
祭
典
再

編
の
た
め
の
議
論
が
行
わ
れ
、
多
数
の
企
画
が
提
出
さ
れ
た
が
、
政
教
分
離
体
制
の
樹
立
を
規
定
し
た
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
三
日
の
法
令
の
成
立
後
、

作
業
は
中
止
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
約
二
年
後
、
総
裁
政
府
期
に
お
け
る
敬
神
博
愛
教
の
設
立
以
降
、
祭
典
が
再
び
整
備
・
実
施
さ
れ
、
そ
れ
は

統
領
政
府
初
期
ま
で
続
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
旬
日
祭
典
に
つ
い
て
は
、
他
の
領
域
に
比
べ
る
と
、
注
目
す
べ
き
研
究
が
そ
れ
ほ
ど
見
当
た
ら
な
い
。
と
い
う
の
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も
、
こ
の
祭
典
の
も
と
に
な
っ
た
共
和
暦
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
多
く
は
、
こ
の
暦
が
ほ
と
ん
ど
定
着
し
な
か
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
同
様

に
旬
日
祭
典
も
制
度
的
な
「
失
敗
」
を
前
提
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
代
表
的
な
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
バ
チ
コ
や
オ
ズ
ー
フ
は
、

廃
止
さ
れ
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
は
、
農
民
の
生
活
リ
ズ
ム
に
適
合
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
生
活
リ
ズ
ム
を
破
綻
さ
せ
る
共
和
暦
・
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

日
祭
典
が
受
容
さ
れ
る
素
地
は
、
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
旬
日
祭
典
は
、
敬
神
博
愛
教
を
扱
っ
た
マ
チ
エ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

学
位
論
文
（
～
九
〇
四
年
）
に
お
い
て
、
総
裁
政
府
期
の
展
開
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
除
く
と
、
先
行
研
究
に
お
い
て
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
～
九
八
五
年
に
は
、
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
が
祭
典
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
一
九
九
八
年
に
は
、
ビ
ア
ン

キ
が
セ
ー
ヌ
・
エ
“
オ
ワ
ー
ズ
県
の
エ
タ
ン
プ
市
周
辺
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
た
考
察
を
行
い
、
戸
籍
台
帳
や
裁
判
記
録
等
を
使
っ
て
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

村
に
お
け
る
共
和
暦
受
容
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
を
提
唱
し
て
い
る
。
旬
日
祭
典
の
見
直
し
に
関
連
し
て
、
幾
つ
か
の
重
要
な
提
雷
が
見
ら
れ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
祭
典
自
体
の
検
討
は
、
未
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
革
命
期
に
お
け
る
旬
日
祭
典
の
展
開
を
考
察
す
る
が
、
そ
の
際
検
討
の
時
期
を
、
共
和
二
年
に
お
け
る
祭

典
の
開
始
か
ら
、
共
和
三
年
に
お
け
る
再
編
ま
で
に
限
定
し
た
い
。
そ
れ
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
が
、
こ
の
時
期
区
分
を
行
っ
た
上
で
、
以
下

に
述
べ
る
よ
う
な
分
析
視
角
を
用
い
れ
ば
、
こ
の
祭
典
の
展
開
を
考
察
す
る
研
究
上
の
意
義
も
、
同
時
に
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
共
和
三
年
に
お
け
る
旬
日
祭
典
の
再
編
作
業
は
、
共
和
二
年
と
い
う
「
壮
大
な
る
実
験
」
の
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
故
に
、

新
し
く
企
画
さ
れ
た
祭
典
案
に
は
、
政
府
に
お
い
て
、
新
し
い
習
俗
の
「
与
え
手
」
と
し
て
活
動
し
た
「
革
命
家
」
と
、
そ
の
習
俗
を
独
自
の

生
活
規
範
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
時
に
は
受
容
し
、
時
に
は
拒
否
し
た
「
民
衆
」
の
相
互
関
係
の
一
端
が
反
映
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
「
相
互
関
係
」
と
い
う
視
角
が
、
旬
日
祭
典
の
［
展
開
を
考
え
る
上
で
重
要
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
分
析
視
角
を
用
い
る
際
に
は
、
民
衆
協
会
に
代
表
さ
れ
る
中
間
集
団
の
活
動
等
を
考
慮
し
た
、
多
分
に
複
合
的
・

重
層
的
な
視
点
が
必
要
で
あ
り
、
本
稿
の
分
析
は
、
そ
の
全
て
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
共
和
三
年
の
祭
典
再
編
を
検
討
す
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れ
ば
、
少
な
く
と
も
政
策
立
案
の
過
程
、
す
な
わ
ち
、
新
し
い
習
俗
の
受
容
や
拒
否
、
及
び
伝
統
的
な
民
衆
慣
行
や
既
存
宗
教
と
の
関
係
に
つ

い
て
、
「
革
命
家
」
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
が
、
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
な
る
。
こ
う
し
た
考
察
の
下
に
描
き

出
さ
れ
た
祭
典
再
編
の
特
質
は
、
総
裁
政
府
期
の
文
化
政
策
や
、
マ
チ
エ
以
降
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
敬
神
博
愛
教
の
展
開
を
、

新
た
な
側
面
か
ら
捉
え
る
上
で
有
効
な
出
発
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
尚
、
後
述
す
る
が
、
共
和
三
年
の
再
編
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
企
画
の
多
く
は
、
祭
典
の
主
た
る
崇
拝
対
象
を
、
か
つ
て
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル

も
推
奨
し
た
「
最
高
存
在
」
と
し
て
い
た
。
既
に
彼
は
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
九
日
の
ク
ー
デ
タ
に
倒
れ
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
を

倒
し
て
成
立
し
た
政
権
が
、
彼
が
推
奨
し
た
の
と
同
じ
名
前
の
崇
拝
対
象
を
採
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
～
見
奇
異
に
思
え
、
当
時

に
お
い
て
も
あ
る
種
の
政
治
的
な
議
論
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
先
行
研
究
で
は
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
祭
典
の
政

治
性
を
論
じ
る
こ
と
は
、
現
在
の
研
究
動
向
で
は
周
縁
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
失
脚
し
た
遠
因
と
し
て
、
「
最
高
存
在
」

の
祭
典
に
対
し
て
懸
け
ら
れ
た
反
革
命
的
陰
謀
の
嫌
疑
や
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
と
の
つ
な
が
り
に
対
す
る
非
難
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
旬
日
祭
典
の
政
治
性
は
、
既
存
宗
教
と
の
関
係
と
も
絡
め
て
、
考
察
の
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
以
下
、
第
一
章
で
は
、
一
七
九
三
年
＝
月
に
お
け
る
祭
典
の
実
施
決
定
か
ら
、
共
和
二
年
宋
ま
で
の
期
間
に
、
地
方
か
ら
国
民
公
会
に
届

け
ら
れ
た
通
信
文
・
請
願
書
・
報
告
書
・
意
見
書
等
（
以
下
「
通
信
文
」
と
略
す
）
の
内
、
旬
日
祭
典
に
雷
及
し
た
も
の
を
利
用
し
、
祭
典
実
施

の
様
相
を
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
そ
の
大
半
が
地
方
の
エ
リ
ー
ト
層
や
民
衆
協
会
の
会
員
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
内
容
に
は
彼
ら
特
有
の
発
想
や
偏
見
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
そ
の
記
述
は
、
必
ず
し
も
祭
典
の
実
態
や
「
民

衆
」
の
姿
を
正
確
に
伝
え
た
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
限
界
を
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
史
料
も
利
用
す
る
。
と
は

い
え
、
地
方
の
様
子
を
伝
え
る
「
通
信
文
」
は
、
「
革
命
家
」
が
政
策
を
進
め
る
上
で
、
～
つ
の
指
標
に
は
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
続
く
第
二
章
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
推
奨
し
た
崇
拝
対
象
が
、
共
和
三
年
の
旬
日
祭
典
に
も
採
用
さ
れ
た
の
か
を

検
討
す
る
。
そ
の
際
、
一
章
と
同
じ
よ
う
に
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
九
日
の
ク
ー
デ
タ
後
、
国
民
公
会
に
届
け
ら
れ
た
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
に
関
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す
る
「
通
信
文
」
を
利
用
す
る
。
最
後
に
第
三
章
で
は
、
祭
典
再
編
に
際
し
、
国
民
公
会
に
提
出
さ
れ
た
企
画
書
を
分
析
す
る
。

①
ζ
O
N
。
9
じ
蕾
ミ
転
ミ
ミ
§
ド
毫
ミ
N
謎
㌣
N
送
ゆ
評
点
弧
O
樋
①
’
M
・
オ

　
ズ
ー
フ
（
立
川
孝
一
訳
）
『
革
命
祭
典
ー
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
祭
り
と
祭

　
典
行
列
一
輪
岩
波
書
店
、
｝
九
八
八
年
。

②
r
頃
自
F
ぎ
N
ミ
β
ミ
蹄
ミ
5
§
賊
へ
命
題
凡
、
こ
隷
き
§
き
肉
§
乳
ミ
暁
§
”
い
。
巳
o
P

　
｝
り
。
。
①
．
L
・
ハ
ン
ト
（
松
浦
義
弘
訳
）
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
政
治
文
化
臨
平
凡
社
、

　
一
九
八
九
年
Q
竃
■
＜
o
＜
①
一
圃
ρ
除
霜
ミ
§
ミ
ミ
“
ミ
q
ミ
ミ
§
ミ
ミ
、
§
曾
貸
巡
へ
魯
ミ
§
ミ
ヒ

　
ミ
愚
臣
婁
貯
沁
§
ミ
ミ
凡
§
き
§
竃
区
営
甲
旨
旨
グ
一
り
○
。
し
月
■
M
・
ヴ
オ
ヴ
ェ
ル
（
立
川

　
孝
一
他
訳
）
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
心
性
撫
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
。
ま
た
、
ζ
．

　
＜
o
＜
①
に
ρ
卜
匙
沁
§
ミ
ミ
帖
ミ
8
、
N
壁
鴨
N
雪
曇
写
譜
ミ
登
熟
恥
§
昏
N
雪
目
蝿
ζ
M
呼
、
葬

　
℃
p
臨
ρ
一
り
G
。
c
。
．
M
・
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
（
谷
摺
出
他
訳
）
噌
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
教
会
臨

　
入
文
書
院
、
一
九
九
二
年
。

③
立
川
孝
｝
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
一
祭
典
の
図
像
学
1
』
中
公
新
書
、
皿
九
八

　
九
年
。
松
浦
義
弘
噸
フ
ラ
ン
ス
国
命
の
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

　
谷
摺
目
『
十
字
架
と
　
二
色
旗
1
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
フ
ラ
ン
ス
ー
津
山
川
出

　
版
社
、
一
九
九
七
年
。

④
　
F
・
デ
グ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ら
を
中
心
と
す
る
公
教
育
委
員
が
、
暦
の
制
定
に
重

　
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
彼
の
報
告
に
つ
い
て
は
』
、
惑
ご
禽
聖
蔑
§
N
§
ミ
塾
舞

　
く
。
一
刈
メ
O
累
菊
ω
も
ワ
お
り
－
α
O
。
。
■
（
以
下
郎
℃
と
略
す
）
河
野
健
二
編
『
資
料
フ

　
ラ
ン
ス
革
命
轍
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
四
六
　
…
四
六
六
頁
に
は
、
こ
の
報

　
告
の
日
本
語
版
要
約
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

⑤
じ
d
．
じ
d
碧
南
ρ
．
．
写
9
ぽ
p
段
Φ
「
家
藪
田
。
四
冨
9
9
弩
＝
蜂
Φ
ヨ
搾
仙
．
げ
℃
．

　
冨
。
田
（
象
H
．
）
り
ト
跨
卜
占
§
q
憂
ミ
ミ
亀
ミ
ひ
く
9
二
面
m
二
。
。
甲
O
聾
茜
ヨ
鶉
鼠
曽
一
り
o
Q
倉

　
マ
㎝
ρ
鑑
“
O
N
o
駄
㌦
．
O
勘
Φ
畑
鼠
①
同
、
．
噛
閃
．
閃
旨
Φ
叶
Φ
［
ζ
’
O
N
8
h
（
価
匹
．
）
”
爵
ミ
ミ
㍗

　
謡
ミ
蒸
塁
ミ
“
ミ
寒
ミ
肉
晋
ミ
爲
織
§
智
、
N
ミ
傍
魯
℃
母
グ
一
り
c
O
G
Q
曽
も
唱
．
心
O
Q
い
⊃
1
幽
c
Q
り
・

　
M
・
オ
ズ
ー
フ
（
富
永
茂
樹
訳
）
「
共
和
暦
」
河
野
健
二
他
監
訳
『
フ
ラ
ン
ス
革

　
命
事
典
無
W
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
二
年
、
七
八
一
九
五
頁
。

⑥
｝
ζ
鶏
鉱
㊦
N
u
じ
さ
§
ミ
§
鉢
》
§
竃
こ
鴨
ミ
鷺
簿
亀
§
欝
℃
麟
温
し
0
9
■

⑦
筆
者
が
参
照
し
た
先
行
研
究
の
内
で
、
代
表
的
な
も
の
を
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。

　
｝
O
ゆ
N
δ
朗
肉
鳳
誌
偽
ミ
，
ミ
織
竃
越
、
，
ミ
鷺
好
ミ
琶
譜
隷
肉
甑
§
N
ミ
帖
§
箏
軽
N
鷹
跨
魯
℃
⇔
嵩
P

　
一
c
Q
c
Q
メ
》
．
｝
三
震
P
露
語
ら
ミ
咋
俺
誉
簿
沁
ミ
防
§
ミ
鳶
ミ
ミ
誉
N
騎
㌣
鴨
防
ミ
】
誌
ミ
魯

　
℃
餌
隠
。
。
層
回
c
o
O
卜
σ
　
｝
鑑
無
鐵
㊦
N
層
卜
蹟
酢
橘
§
N
ミ
ご
韓
魁
N
痔
N
時
亀
一
℃
臼
尻
Ψ
一
〇
一
9
》
．

　
じ
響
話
巳
P
N
凝
駐
鴨
9
ミ
ミ
執
Q
ミ
ミ
入
山
“
竃
N
国
ミ
§
℃
℃
9
嵩
。
・
り
一
り
轟
？
一
Φ
0
ρ
b
d
’

　
℃
｝
o
賢
α
q
霞
o
P
G
§
巨
鳥
§
ら
鳴
、
，
ミ
鷺
ミ
亀
§
沁
麿
忌
ミ
。
ぶ
℃
讐
グ
一
〇
①
P
旨
■
国
訂
鋤
「
鳥

　
偉
℃
．
＜
監
窓
⑦
冥
（
＆
■
）
糟
卜
恥
防
奇
§
寒
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心
き
憲
ミ
§
、
G
ミ
尽
ミ
譜
Ω
恥
ミ
§
N
㍗

　
専
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§
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℃
碧
声
　
一
り
圃
倉
　
℃
■
℃
帥
Φ
護
費
F
　
二
等
蹄
恥
ミ
ミ
沁
駄
§
N
ミ
帖
§

　
凶
暴
り
よ
c
Q
c
◎
⑩
℃
四
止
り
ら
。
。
即
○
ピ
§
σ
q
び
冨
㊦
齢
竃
．
＜
o
＜
鮎
冨
（
盆
．
）
甲
韓
N
義
譜

　
貯
沁
き
ミ
ミ
§
N
き
蔦
嵩
ミ
凡
亀
、
肉
ミ
喧
§
劃
℃
餌
ユ
ω
咽
一
〇
り
①
一
睡
．
ゆ
①
∋
Φ
F
．
、
ピ
Φ
し
・
甥
欝
津
㊦
ω

　
儒
Φ
ご
濠
。
ご
す
心
落
巳
鈴
鋤
。
昌
号
一
．
窪
ト
っ
Φ
o
蹴
出
Φ
霧
℃
騨
＝
⑱
お
齢
0
5
震
〇
三
8
号

　
一
．
睾
G
Q
し
げ
蕾
奪
琶
①
匙
麟
臼
ω
艀
一
9
匹
⑦
O
o
旨
冨
£
器
．
．
噌
下
露
趣
⇒
p
O
Q
一
ト
⊃
”
ド
⑩
り
c
Q
Ψ

　
唱
マ
鳴
G
Q
㎝
－
b
σ
り
ρ
累
■
〉
ω
ε
戸
沁
恥
欺
堕
§
四
三
㌧
ミ
沁
鳴
§
N
ミ
凡
§
討
等
ミ
N
ら
義
心
。
昌
鳥
o
P

　
昏
。
O
O
一
．
尚
、
》
露
笥
と
は
、
』
ミ
ミ
駐
ミ
紅
ミ
避
ミ
声
誉
ミ
肉
晋
ミ
§
§
箏
§
ミ
§

　
の
略
で
あ
る
。

⑧
G
。
．
じ
d
冨
ぎ
拝
．
、
霊
ゆ
器
津
①
慶
邑
Φ
置
鼠
①
H
8
♂
9
＄
象
8
蔑
①
δ

　
∪
冒
磐
。
ぴ
q
翼
。
¢
く
Φ
鷺
Φ
ω
巷
O
円
o
o
ず
①
G
。
b
o
g
冨
み
。
①
冥
ざ
昌
仙
Φ
o
鉱
Φ
ロ
儒
臣
Φ
鴎

　
み
℃
‘
ぴ
団
。
出
田
Φ
降
日
藻
Φ
信
門
¢
門
臨
．
、
甲
国
璽
湘
醇
ρ
し
心
一
N
一
〇
り
○
○
甲
O
℃
■
ト
っ
幽
し
匹
－
卜
。
①
餅

⑨
地
方
で
の
｝
例
と
し
て
、
竹
中
幸
史
「
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
革
命
祭
典
と
ジ
ャ

　
コ
パ
ン
降
ク
ラ
ブ
扁
『
史
林
触
八
五
一
一
、
二
〇
〇
二
年
。
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第
【
章
　
共
和
二
年
に
お
け
る
旬
日
祭
典
の
展
開

共和三年における旬日祭典の再編（山中）

　
共
和
二
年
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
五
日
（
九
三
年
工
月
五
日
）
、
国
民
公
会
で
は
、
議
員
シ
ェ
ニ
エ
の
翌
旦
に
よ
っ
て
、
祭
典
の
実
施
に
よ
る
公

教
育
の
促
進
政
策
が
本
格
化
し
た
。
同
日
、
旬
日
に
も
祭
典
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
目
的
は
「
個
人
の
美
徳
、
共
和
国
軍
を
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

徴
付
け
る
英
雄
的
行
為
」
を
祝
福
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
祭
典
の
方
式
を
巡
っ
て
公
教
育
委
員
会
の
議
論
は
停
滞
し
、
マ

テ
ィ
ウ
が
作
成
し
た
企
画
の
審
議
を
経
て
、
あ
る
程
度
明
確
な
結
論
が
出
さ
れ
た
の
は
、
約
半
年
後
、
フ
ロ
レ
ア
ル
　
八
日
に
お
け
る
ロ
ベ
ス

ピ
エ
ー
ル
の
報
告
の
時
で
あ
る
。
か
な
り
の
時
間
差
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
方
で
、
そ
の
間
地
方
に
お
い
て
、
「
旬
日
」
と
い

う
新
し
い
休
日
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
報
告
は
、
祭
典
の
実
施
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
本
章
で
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
「
通
信
文
」
を
利
用
す
る
が
、
こ
の
史
料
を
使
っ
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、

先
に
紹
介
し
た
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
の
も
の
が
代
表
的
で
あ
る
。
こ
の
研
究
に
お
い
て
彼
は
、
共
和
二
年
の
文
化
革
命
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
総
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

四
九
六
三
通
の
「
通
信
文
」
を
利
用
し
て
い
る
。

　
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
共
和
二
年
に
は
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
や
教
会
施
設
の
閉
鎖
、
銀
器
の
供
用
と
い
っ
た
既
存
宗
教
へ
の
攻
撃
、
す
な
わ

ち
「
破
壊
的
」
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
非
キ
リ
ス
ト
教
化
が
展
開
し
た
。
次
に
、
彼
の
言
葉
で
讐
う
「
創
造
的
な
活
動
」
、
す
な
わ
ち
習
俗
の
刷
新

を
図
る
た
め
の
代
表
的
な
試
み
と
し
て
、
理
性
崇
拝
、
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
、
反
宗
教
的
な
仮
装
行
列
、
民
衆
的
な
饗
宴
の
場
と
な
っ
た
市

民
宴
会
や
市
民
的
四
旬
節
、
対
外
戦
争
の
勝
利
を
称
え
る
市
民
祭
典
、
ル
ペ
ル
テ
ィ
エ
や
マ
ラ
ー
等
「
自
由
の
殉
教
者
」
と
呼
ば
れ
た
英
雄
に

　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

対
す
る
崇
拝
、
特
定
の
国
民
公
会
議
員
に
対
す
る
崇
拝
、
そ
し
て
旬
日
祭
典
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
の
中
に
は
、
政
府
が
導
入
を
推

進
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
地
方
の
指
導
に
よ
っ
て
展
開
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

　
厳
密
な
区
別
を
行
う
こ
と
は
実
際
に
は
難
し
い
が
、
先
行
研
究
の
成
果
を
参
考
に
し
つ
つ
、
あ
え
て
こ
れ
ら
の
要
素
を
二
分
す
る
と
す
れ
ば
、
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表1－1　共和二年フロレアル17日までの通信文

理性 殉教者 戦勝 他

ジェルミナル 21（最2） 6 ユ 16

フロレアル 16（最ユ） ユ 2 5

た
も
の
を
筆
者
が
集
計
し
た
と
こ
ろ
、

い
は
実
施
の
約
束
を
伝
え
る
も
の
は
三
四
三
通
に
な
る
。

の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
て
い
な
い
。

　
ま
ず
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
報
告
以
前
に
届
い
た
「
通
信
文
」
を
月
ご
と
に
区
分
し
て
み
よ
う
（
表
一
の
一
）
。
旬
日
祭
典
の
実
施
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
通
信
文
」
が
、
ま
と
ま
っ
た
数
で
政
府
に
届
く
の
は
ジ
ェ
ル
ミ
ナ
ル
（
九
四
年
三
吟
＝
日
－
四
月
一
九
日
）
の
月
で
あ
る
。
こ
の
月
に
届
い

た
「
逓
信
文
」
の
中
で
、
旬
日
に
お
け
る
祭
典
の
実
施
・
実
施
の
約
束
を
具
体
的
な
形
で
伝
え
る
も
の
は
二
八
通
。
フ
ロ
レ
ア
ル
一
日
か
ら
一

七
日
ま
で
（
四
月
二
〇
日
－
五
月
六
臼
）
は
一
九
通
で
あ
る
。
理
性
崇
拝
に
加
え
て
、
自
由
の
殉
教
者
へ
の
崇
拝
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
方
の
指
導
に
よ
る
要
素
が
主
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
政
府
が
明
確
な
指
針
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ

政
府
の
指
導
と
し
て
は
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
、
勝
利
を
称
え
る
市
民
祭
典
、
旬
日
祭
典
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
最
高
存
在
」

の
崇
拝
に
つ
い
て
は
、
表
一
の
一
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
報
告
以
前
に
も
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
全
国
的
な
拡
大
を
も
た
ら
し
た
の
は
や
は
り
彼
の
報
告
で
あ
り
、
政
府
に
よ
る
指
導
の
影
響
が
大
き
い
。
地
方
の
指
導

に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、
反
宗
教
的
な
仮
装
行
列
、
市
民
宴
会
、
市
民
的
四
旬
節
、
自
由
の
殉
教
者
に
対
す
る
崇
拝
、
特

定
の
国
民
公
会
議
員
に
対
す
る
崇
拝
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
理
性
崇
拝
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
る
が
、
エ
ベ
ー
ル
派
に

よ
る
宣
伝
以
前
に
も
、
地
方
で
そ
の
実
施
が
見
ら
れ
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
に
よ
る
非
難
の
後
も
、
あ
る
程
度
の
存
続
が
確

認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
両
者
の
中
間
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
し
て
お
く
。

　
し
か
し
な
が
ら
本
稿
が
問
題
と
し
て
い
る
旬
日
祭
典
に
関
し
て
は
、
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
は
「
通
信
文
」
の
具
体
的
な
数
を
明

記
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
実
施
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
再
び
祭
典
が
活
気
を
取
り
戻
す
の
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ル
の
報
告
以
後
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
議
会
文
書
集
成
（
二
〇
〇
四
年
現
在
、
一
七
九
四
年
…

一
月
八
冒
ま
で
の
議
事
を
収
録
）
か
ら
、
共
和
二
年
の
間
に
届
い
た
「
通
信
文
」
の
内
で
、
旬
日
に
お
け
る
祭
典
に
言
及
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
　
　
　
三
九
四
通
に
な
っ
た
。
そ
の
内
、
先
に
述
べ
た
代
表
的
な
要
索
を
祭
典
と
し
て
実
施
し
た
こ
と
、
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
の
五
一
通
は
、
単
に
祭
典
を
実
施
し
た
こ
と
を
伝
え
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
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表1－2　フロレアル18M以降の通信文

理晩 最高存在 理・最の混合 戦　勝 殉教者 他

フ　ロ　　レ　ア　ル 9 5 5 0 1 5

プ　レ　り　ア　ル 7 53 9 1 3 7

メ　　シ　　ドー　　ル 3 112 8 5 玉 7

テ　ル　ミ　ドー　ル 0 50 2 4 1 7

ブリュクティドール 0 3 0 3 2 4

う
が
、
こ
の
時
期
の
「
通
信
文
」
の
数
は
少
な
い
。

　
こ
の
「
通
信
文
」
の
数
量
に
変
化
を
与
え
た
の
が
、
フ
ロ
レ
ア
ル
一
八
日
に
お
け
る
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
報

告
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
報
告
は
エ
ベ
ー
ル
派
に
よ
る
非
キ
リ
ス
ト
教
化
運
動
を
非
難
し
、
「
最
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

存
在
」
と
霊
魂
の
不
滅
の
承
認
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
加
え
て
こ
の
報
告
で
は
、
七
月
一
四
日
や
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

一
〇
日
と
い
っ
た
、
革
命
の
記
念
日
を
祝
福
す
る
祭
典
と
、
旬
日
を
祝
福
す
る
祭
典
の
実
施
が
提
案
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
報
告
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
「
世
界
の
自
由
」
や
「
祖
国
愛
」
と
い
う
よ
う
に
、
各
旬
日
に
祭
典

に
よ
っ
て
祝
福
す
べ
き
項
目
が
規
定
さ
れ
た
（
但
し
「
理
性
」
は
除
外
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
の
日
を
も
っ
て
、
翌
月

プ
レ
リ
ア
ル
ニ
○
日
1
1
旬
日
（
九
四
年
六
月
八
日
）
に
お
け
る
「
最
高
存
在
」
の
祭
典
を
筆
頭
に
、
～
年
三
六
回

の
旬
日
祭
典
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
表
一
の
二
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
報
告
の
後
、
プ
レ
リ
ア
ル
（
五
月
二
〇
日
…

六
月
一
八
日
）
か
ら
メ
シ
ド
ー
ル
（
六
月
一
九
日
－
七
月
一
八
日
）
に
か
け
て
、
「
通
信
文
」
の
数
は
増
加
し
て
い

⑩る
。
ま
た
、
多
く
の
研
究
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
「
最
高
存
在
」
の
祭
典
は
確
か
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
ヴ

ォ
ヴ
ェ
ル
の
指
摘
は
、
「
通
信
文
」
の
数
量
の
大
ま
か
な
傾
向
に
関
し
て
は
適
切
と
言
え
よ
う
。

　
但
し
、
報
告
以
降
の
「
通
信
文
」
の
記
述
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
報
告
に
対
す
る
賛
美
、

あ
る
い
は
プ
レ
リ
ア
ル
ニ
○
日
に
お
け
る
「
最
高
存
在
」
祭
典
の
実
施
・
実
施
の
約
束
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　
方
で
、
プ
レ
リ
ア
ル
三
〇
日
以
降
に
実
施
が
予
定
さ
れ
た
他
の
祭
典
項
目
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
九
通
（
表

一
の
エ
か
ら
は
除
外
）
が
言
及
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
恐
怖
政
治
末
期
の
政
治
的
混
乱
に
よ
り
、
政
府
が
「
最

高
存
在
」
に
続
く
祭
典
の
具
体
的
な
企
画
を
準
備
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
主
た
る
原
因
で
あ
ろ
う
。
旬
日

祭
典
の
普
及
政
策
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
報
皆
を
も
っ
て
、
「
最
高
存
在
」
の
祭
典
に
つ
い
て
は
成
功
し
た
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も
の
の
、
そ
の
後
が
続
か
ず
、
結
局
は
「
失
敗
」
に
終
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
章
で
は
、
そ
の
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
ク
ー
デ
タ
に
倒
れ
た
後
、

彼
の
推
奨
し
た
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
が
、
ど
の
よ
う
な
運
命
を
た
ど
っ
た
の
か
を
考
え
る
。

①
郎
拘
く
。
周
刈
。
。
咽
唱
．
G
。
相
年
論
議
の
詳
し
い
状
況
に
つ
い
て
は
、
松
浦
義
弘
「
フ
ラ

　
ン
ス
革
命
と
糊
習
俗
臨
！
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
期
に
お
け
る
公
教
育
論
議
の
展
開

　
と
国
民
祭
典
i
」
隅
史
学
雑
誌
』
九
二
一
四
、
一
九
八
三
年
Q

②
M
・
ヴ
オ
ヴ
ェ
ル
（
谷
川
稔
露
訳
）
噸
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
教
会
一
理
性
か
ら

　
最
高
連
雀
へ
一
』
人
文
書
院
、
皿
九
八
九
年
、
一
七
〇
…
一
一
〇
五
頁
。

③
ル
ペ
ル
テ
ィ
エ
は
、
国
王
裁
判
で
死
刑
に
投
票
し
た
議
員
で
あ
り
、
国
王
処
刑

　
の
翌
日
暗
殺
さ
れ
た
。
マ
ラ
…
は
民
衆
の
人
気
を
博
し
た
活
動
家
で
あ
っ
た
が
、

　
九
三
年
七
月
一
三
日
、
暗
殺
さ
れ
た
。
双
方
と
も
国
民
公
会
に
よ
っ
て
国
葬
に
付

　
さ
れ
た
が
、
特
に
マ
ラ
ー
の
葬
儀
は
、
民
衆
組
織
に
よ
っ
て
自
発
的
に
実
施
さ
れ

　
た
。
｝
の
。
げ
。
鼻
．
．
ω
①
暮
ぎ
①
暮
お
雛
α
q
貯
二
x
簿
。
鉦
竃
。
。
も
。
℃
巳
蝕
話
ω
．
．
Ψ
出
舅
趣

　
口
p
忘
G
。
狽
8
ρ
雲
鳥
④
ω
幽
H
ω
「

④
中
央
政
府
か
ら
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
議
員
に
対
す
る
崇
拝
の
こ
と
を
指
す
。
例

　
と
し
て
は
、
シ
ャ
ラ
ン
ト
県
の
レ
ニ
ュ
ロ
や
ル
キ
ニ
オ
、
ジ
ェ
ー
ル
県
の
ダ
ル
チ

　
ゲ
ー
ト
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑤
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
、
前
掲
書
、
一
九
五
1
一
九
六
頁
。

⑥
議
会
文
書
集
成
（
臥
℃
）
の
索
引
か
ら
嬢
ρ
廉
。
巴
r
と
い
う
単
語
を
引
き
出

　
し
、
こ
れ
ら
の
単
語
を
含
ん
だ
全
て
の
「
通
信
文
」
に
お
い
て
、
旬
日
に
お
け
る

　
祭
典
の
実
施
・
実
施
の
約
束
を
伝
え
た
も
の
を
利
用
し
た
。

⑦
ブ
リ
メ
ー
ル
一
日
か
ら
、
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
三
〇
冒
ま
で
（
九
三
年
＝
月
二
一

　
日
か
ら
九
四
年
三
月
二
〇
日
）
の
期
間
は
合
計
五
通
し
か
届
い
て
い
な
い
。

⑧
臨
難
く
。
6
0
も
や
集
義
区
ド

⑨
匂
d
．
逗
8
σ
q
Φ
δ
p
．
．
『
｛
ゆ
冨
同
曾
巳
長
。
曲
目
㊦
匹
Φ
惹
艮
一
p
。
「
三
ρ
器

　
。
冨
雪
Φ
昌
①
一
δ
も
。
－
一
。
。
8
．
．
】
一
．
国
ご
餌
己
Φ
叶
℃
■
＜
三
碧
①
一
×
v
魯
q
ド
曝
■

　
ゆ
ω
一
－
蜘
0
一
．

⑩
も
ち
ろ
ん
複
数
の
要
素
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
「
通
信
文
」
も
見

　
ら
れ
た
が
、
全
て
を
表
に
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
文
面
か
ら
判
断
し
て
メ

　
イ
ン
テ
ー
マ
と
思
わ
れ
る
要
素
の
み
を
「
一
つ
」
と
し
て
数
え
た
。
但
し
、
理
性

　
と
「
最
高
存
在
一
の
混
合
は
表
に
示
し
た
。
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第
二
章
　
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
ク
ー
デ
タ
以
降
の
「
最
高
存
在
」
に
対
す
る
崇
拝

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
共
和
三
年
に
お
け
る
旬
日
祭
典
の
再
編
に
際
し
て
、
多
く
の
企
画
が
推
奨
し
た
崇
拝
対
象
は
、
「
最
高
存
在
」
で
あ

っ
た
。
し
か
し
ク
ー
デ
タ
以
降
国
民
公
会
を
支
配
し
て
い
た
政
治
勢
力
は
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
派
と
呼
ば
れ
、
彼
ら
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
を
恐
怖

政
治
の
首
謀
者
と
し
て
断
罪
・
処
刑
し
た
者
達
で
あ
る
。
そ
の
一
人
ヴ
ァ
デ
イ
エ
は
、
共
和
二
年
プ
レ
リ
ア
ル
ニ
七
日
（
九
四
年
六
月
｝
五
日
）

に
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
テ
オ
な
る
修
道
女
の
指
導
す
る
集
会
が
、
英
国
に
亡
命
し
た
司
祭
と
共
に
王
政
の
復
活
を
企
て
、
狂
信
の
拡
大
を
画
策
し



て
い
る
と
の
報
告
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
保
安
委
員
会
の
調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
、
そ
の
集
会
に
お
い
て
、
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
を
指
導
し

た
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
、
メ
シ
ア
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
と
の
噂
が
流
れ
た
。

　
俗
に
「
神
の
母
」
事
件
と
呼
ば
れ
た
こ
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
は
、
「
廉
潔
の
士
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
」
の
評
価
を
損
な
う
結
果
を
も
た
ら
し
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
失
脚
す
る
遠
因
と
な
っ
た
。
故
に
、
共
和
二
年
に
お
け
る
習
俗
鰯
新
の
試
み
の
中
で
、
こ
の
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
が
共
和
三
年
の
旬
日
祭

典
に
も
採
用
さ
れ
た
事
は
、
極
め
て
重
要
な
文
化
・
政
治
的
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
崇
拝
が
存
続
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
ま
ず
は
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
期
の
政
治
文
化
と
の
関
連
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

恐
怖
政
治
の
否
定

共和三年における旬日祭典の再編（山中）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
一
般
に
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
派
は
「
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
左
派
（
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
）
」
と
「
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
右
派
」
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
前

者
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
独
裁
を
非
難
し
、
彼
を
失
脚
さ
せ
は
し
た
が
、
革
命
政
府
に
よ
る
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
の
存
続
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

志
向
し
て
い
た
コ
ロ
・
デ
ル
ポ
ワ
、
ビ
ヨ
ー
・
ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
ら
旧
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
後
者
は
革
命
政
府
自
体
の

解
消
を
望
む
平
原
派
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
か
ら
離
反
し
た
タ
リ
ヤ
ン
、
フ
レ
ロ
ン
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ミ
ド
ー
ル
反
動
」
と
は
、
こ
れ
ら
左
派
と
右
派
が
対
立
し
、
後
者
が
勝
利
を
収
め
て
い
く
過
程
の
こ
と
で
あ
る
。
左
右
の
分
裂
の
萌
芽
は
、

ク
ー
デ
タ
直
後
か
ら
既
に
芽
生
え
て
い
た
。

　
ク
ー
デ
タ
後
に
と
ら
れ
た
政
策
は
、
恐
怖
政
治
下
の
抑
圧
装
置
の
廃
止
・
改
変
で
あ
る
。
ま
ず
大
き
な
成
果
と
し
て
、
プ
レ
リ
ア
ル
ニ
ニ
日

の
法
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
法
令
は
、
反
革
命
と
疑
わ
れ
た
人
間
（
議
員
特
権
も
認
め
ず
）
を
弁
護
や
予
備
審
問
な
し
で
審
理
し
、
有
罪
で
あ
れ

ば
即
日
処
刑
す
る
と
い
う
も
の
で
、
ク
ー
デ
タ
以
前
か
ら
非
難
の
的
と
な
っ
て
い
た
。
続
い
て
、
九
四
年
八
月
一
〇
日
の
法
令
に
よ
っ
て
、
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

命
裁
判
所
の
権
限
が
制
限
さ
れ
た
。
ま
た
、
政
府
内
部
に
も
組
織
の
再
編
が
起
こ
っ
た
。
九
四
年
八
月
二
四
日
、
そ
れ
ま
で
の
革
命
独
裁
を
指

導
し
て
い
た
公
安
委
員
会
の
権
限
が
戦
争
と
外
交
に
限
定
さ
れ
、
代
わ
り
に
保
安
委
員
会
、
及
び
立
法
委
員
会
の
権
限
が
増
大
し
、
政
府
中
枢
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に
お
い
て
権
力
の
分
散
が
図
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
恐
怖
政
治
期
の
シ
ス
テ
ム
の
改
変
を
迫
っ
た
一
連
の
改
革
が
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
に
よ
る
独
裁
を
解
体
す
る
方
向
に
向
か
う

よ
う
に
な
る
と
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
左
派
の
反
発
が
始
ま
っ
た
。
彼
ら
は
ま
ず
、
ク
ー
デ
タ
直
後
に
多
く
の
囚
人
が
釈
放
さ
れ
た
こ
と
に
反
発
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
釈
放
さ
れ
た
者
達
が
、
出
版
活
動
を
通
し
て
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
に
対
す
る
非
難
を
表
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

九
四
年
一
〇
月
一
六
日
の
法
令
に
よ
り
、
民
衆
協
会
（
多
く
は
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
支
部
機
関
）
同
士
の
連
絡
・
提
携
関
係
が
禁
止
さ
れ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

左
右
の
対
立
は
一
層
激
し
く
な
っ
た
。
そ
し
て
九
四
年
一
一
月
一
二
日
に
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
自
体
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
上
の
改
革
に
加
え
て
、
文
化
・
公
教
育
の
改
革
も
進
行
す
る
。
そ
う
し
た
変
革
を
論
じ
る
上
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

バ
チ
コ
は
、
ヴ
ァ
ン
ダ
リ
ス
ム
と
い
う
言
葉
が
当
時
流
行
し
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
が
ロ
ー
マ
帝
国
に
侵
入
し
た
ゲ
ル
マ
ン

人
の
一
派
を
指
す
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
期
に
お
い
て
、
こ
の
呼
称
は
「
野
蛮
人
」
と
い
う
意
昧
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
ヴ
ァ
ン
ダ
リ
ス
ム
と
は
文
化
遺
産
を
破
壊
す
る
野
蛮
行
為
を
示
す
用
語
法
で
あ
り
、
こ
の
新
語
を
創
っ
た
の
は
、
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

三
日
の
法
令
制
定
に
も
深
く
関
わ
っ
た
立
憲
派
司
教
の
ア
ン
リ
・
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
で
あ
る
。
バ
チ
コ
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
あ
る
い
は
ヴ
ア

ン
ダ
リ
ス
ム
と
い
う
用
語
は
、
次
第
に
そ
の
意
味
領
域
を
拡
大
し
た
。
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
派
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
恐
怖
政
治

の
活
動
家
達
を
、
「
ヴ
ァ
ン
ダ
リ
ス
ト
ー
1
啓
蒙
の
纂
奪
者
」
と
し
て
梛
潔
し
た
。
こ
う
し
た
呼
称
を
使
う
こ
と
で
、
自
ら
を
啓
蒙
思
想
の
継
承

者
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
時
期
の
公
教
育
政
策
に
は
、
国
立
工
芸
院
の
創
設
等
（
提
案
者
は
他
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ぬ
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
）
、
「
文
芸
の
保
護
」
と
い
う
性
格
が
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

”
峰

地
方
に
お
け
る
「
最
高
存
在
」
の
表
象
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で
は
、
こ
の
よ
う
に
公
教
育
政
策
が
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
政
策
を
批
判
す
る
中
、
祭
典
に
よ
る
教
育
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
た
の
か
。

共
和
二
年
の
末
、
九
四
年
九
月
五
日
、
公
教
育
委
員
会
が
再
編
さ
れ
、
そ
の
役
割
は
三
部
門
、
す
な
わ
ち
教
育
、
科
学
、
公
共
の
道
徳
に
分
類



共和三年における旬日祭典の再編（山中）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

さ
れ
た
。
祭
典
は
公
共
の
道
徳
部
門
に
入
れ
ら
れ
た
。

　
オ
ズ
ー
フ
は
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
期
の
祭
典
が
、
恐
怖
政
治
の
記
憶
を
抹
消
す
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
九
四
年

九
月
二
～
日
に
行
わ
れ
た
マ
ラ
ー
の
パ
ン
テ
オ
ン
葬
を
祝
福
す
る
祭
典
で
は
、
共
和
国
軍
の
勝
利
や
友
愛
の
祝
福
が
前
面
に
出
さ
れ
、
恐
怖
政

治
の
激
化
に
影
響
を
与
え
た
マ
ラ
ー
の
記
憶
を
想
起
さ
せ
る
要
素
は
、
あ
ま
り
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
方
で
、
「
最
高
存
在
」
の
崇

拝
が
、
共
和
三
年
の
旬
日
祭
典
で
も
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
彼
女
は
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
派
は
あ
る
種
の
「
た
め
ら
い
」
を
覚
え
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
、
新
し
い
祭
典
の
枠
組
み
が
出
来
る
ま
で
の
急
場
し
の
ぎ
と
し
て
、
こ
の
崇
拝
を
存
続
さ
せ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ク
ー
デ
タ
以
降
、
祭
典
を
企
画
し
た
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
、
国
民
公
会
に
お
い
て
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
王
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
非
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
と
の
結
び
付
き
を
非
難
す
る
声
が
あ
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
最

高
存
在
」
の
崇
拝
は
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
バ
チ
コ
の
指
摘
が
参
考
に
な
る
。
彼
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
期
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
た

の
か
を
分
析
す
る
た
め
、
筆
者
が
第
一
章
で
も
用
い
た
「
通
信
文
」
を
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
バ
チ
コ
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

脚
を
「
最
高
存
在
」
の
名
に
お
い
て
祝
福
し
た
も
の
を
引
用
し
て
い
る
。

　
　
新
た
な
る
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
〔
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
期
に
は
「
独
裁
者
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
「
新
し
い
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
」
や
、
「
新

　
　
し
い
カ
テ
ィ
リ
ナ
」
と
い
う
隠
語
で
呼
ば
れ
て
い
た
〕
が
国
民
公
会
の
残
骸
の
上
に
君
臨
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
絶
え
聞
な
い
監
視
が
そ
の
野
望
を
見

　
　
抜
き
、
慎
重
な
計
ら
い
が
そ
れ
を
失
敗
さ
せ
た
。
古
代
ロ
ー
マ
入
に
も
匹
敵
す
る
熱
意
が
大
胆
不
敵
な
陰
謀
家
と
そ
の
卑
劣
な
共
犯
者
達
を
押
し
止
め
た

　
　
…
…
共
和
国
は
救
わ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
運
命
を
導
く
最
高
存
在
よ
、
汝
に
感
謝
を
捧
げ
ま
す
…
…

　
こ
の
「
通
信
文
」
の
書
き
手
が
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
に
よ
る
祭
典
の
実
施
を
知
っ
た
上
で
、
敢
え
て
こ
の
よ
う
な
文
言
を
選
ん
だ
の
か
、
そ

れ
と
も
単
に
暴
君
の
失
脚
を
神
に
感
謝
し
た
の
か
（
周
知
の
よ
う
に
、
「
最
高
存
在
し
と
は
、
一
七
八
九
年
の
人
権
反
歯
に
も
使
用
さ
れ
た
神
の
別
称
で

あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
こ
の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
）
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
「
逓
信
文
」
は
、
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ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
と
「
最
高
存
在
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
政
府
内
の
支
配
的
言
説
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
表
現
を
含
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
通
信
文
」
は
、
ど
の
程
度
政
府
に
届
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
ま
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
議
会
文
書
集
成
は
、
九
四
年

一
一
月
八
日
ま
で
の
議
事
し
か
収
録
し
て
い
な
い
の
で
、
以
下
に
述
べ
る
考
察
に
は
史
料
的
限
界
が
伴
う
が
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
処
刑
の
翌
日

で
あ
る
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
ニ
日
以
降
、
何
ら
か
の
形
で
「
最
高
存
在
」
に
言
及
し
た
「
通
信
文
」
を
筆
者
が
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
一
八
五
通
と

　
　
⑭

な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
「
通
信
文
」
に
は
、
通
信
事
情
の
関
係
か
ら
、
ク
ー
デ
タ
の
事
実
を
知
ら
な
い
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
が
六
六
通
あ
り
、
内

容
は
「
最
高
存
在
」
の
祭
典
に
関
す
る
報
告
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
指
導
す
る
士
民
公
会
に
対
す
る
称
賛
、
戦
争
の
勝
利
、
彼
が
コ
ロ
・
デ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ボ
ワ
と
共
に
暗
殺
を
回
避
し
た
こ
と
に
対
す
る
「
最
高
存
在
」
へ
の
感
謝
等
に
分
類
さ
れ
る
。

　
一
方
で
、
ク
ー
デ
タ
の
事
実
を
知
る
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
一
一
九
通
の
内
、
九
三
通
ま
で
が
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
失
脚
を
「
最
高
存
在
」

の
名
に
お
い
て
祝
福
し
て
い
る
（
祭
典
を
実
施
し
た
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
へ
の
批
判
が
｝
二
通
、
残
り
の
一
四
通
は
ク
ー
デ
タ
へ
の
態
度
が
不
明
瞭
）
。
書
き

手
の
真
意
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ら
の
「
通
信
文
」
の
文
面
は
、
地
方
に
お
け
る
「
最
高
存
在
」
の
表
象
が
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
に
対
す
る
非
難

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
調
和
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
通
信
文
」
の
存
在
と
、
そ
れ
に
対
す
る
政
府
の
反
応
は
、
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
が

存
続
し
た
背
景
を
考
え
る
上
で
、
　
～
つ
の
視
座
に
な
る
だ
ろ
う
。

…
川

「
遇
信
文
」
に
対
す
る
政
府
の
反
応

　
議
会
文
書
集
成
に
は
、
「
通
信
文
」
に
対
し
て
政
府
が
評
価
を
下
し
た
こ
と
を
示
す
記
載
が
あ
る
。
微
妙
な
表
現
も
あ
る
が
、
そ
の
評
価
は

「
言
及
な
し
」
、
「
議
事
録
に
転
載
」
、
「
名
誉
あ
る
転
載
」
、
「
名
誉
あ
る
転
載
、
か
つ
関
係
委
員
会
へ
送
付
」
の
四
種
類
に
大
別
で
き
よ
う
。
こ

れ
ら
の
内
、
少
な
く
と
も
後
半
の
二
つ
は
、
政
府
の
好
意
的
な
態
度
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
集
計
さ
れ
た
一
八
五
通
に
対
す
る

評
価
を
考
察
す
れ
ば
、
政
府
の
反
応
を
考
え
る
一
助
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
際
注
意
が
必
要
な
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
ク
ー
デ
タ
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後
に
届
い
た
「
通
信
文
」
に
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
失
脚
を
知
ら
な
い
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ク
ー
デ
タ
以
前
の
体
制
を
賛
美
す
る

こ
の
よ
う
な
「
通
信
文
」
は
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
期
の
政
治
文
化
と
は
本
来
相
容
れ
な
い
。

　
分
類
の
結
果
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
失
脚
を
知
ら
な
い
「
通
信
文
」
六
六
通
の
中
で
は
、
「
言
及
な
し
」
が
一
通
（
単
に
「
委
員
会
送
付
」
と
だ

け
書
か
れ
た
も
の
が
二
通
）
、
「
議
事
録
へ
転
載
」
が
三
通
（
う
ち
一
通
は
「
委
員
会
送
付
扁
が
併
記
）
、
「
名
誉
あ
る
転
載
」
が
五
五
通
、
「
関
係
委
員

会
へ
送
付
」
が
五
通
で
あ
っ
た
。
次
に
失
脚
を
祝
福
し
た
「
通
信
文
」
九
三
通
で
は
、
「
言
及
な
し
」
が
七
通
、
「
議
事
録
へ
転
載
」
が
一
通
、

「
名
誉
あ
る
転
載
」
が
八
五
通
で
あ
っ
た
。
後
者
の
ほ
と
ん
ど
が
「
名
誉
あ
る
転
載
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
「
ロ
ベ
ス
ピ

エ
ー
ル
失
脚
を
祝
福
す
る
最
高
存
在
」
と
い
う
表
象
が
、
あ
る
程
度
政
府
に
歓
迎
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

　
但
し
、
前
者
の
内
に
も
「
名
誉
あ
る
転
載
」
の
評
価
が
多
い
こ
と
（
暗
殺
圓
避
の
感
謝
も
三
通
含
む
）
や
、
委
員
会
送
付
の
待
遇
を
受
け
た

「
通
信
文
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ク
ー
デ
タ
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
配
慮
と
も
取
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

そ
の
地
方
と
国
民
公
会
が
取
り
持
っ
て
い
た
個
別
の
関
係
や
、
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
と
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
関
係
の
み
が
、
「
通
信
文
」
に
対

す
る
評
価
の
基
準
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
み
か
ら
政
府
の
態
度
を
導
き
出
す
こ
と
に
は
限
界
が
伴
う
。

　
ま
た
、
以
下
に
述
べ
る
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
の
指
摘
を
考
慮
す
る
と
、
問
題
は
よ
り
複
雑
に
な
る
。
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
ク
ー
デ
タ
以
降
に
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
た
「
通
信
文
」
の
内
、
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
に
関
す
る
も
の
は
、
議
会
で
朗
読
さ
れ
る
前
に
政
府
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。
と
な
れ

ば
、
議
会
文
書
集
成
に
残
さ
れ
た
「
通
信
文
」
は
、
政
府
の
検
閲
を
通
過
し
た
か
、
あ
る
い
は
偶
然
そ
れ
を
逃
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
。

　
筆
者
が
「
問
題
が
複
雑
に
な
っ
た
」
と
述
べ
た
の
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
失
脚
を
「
最
高
存
在
」
に
よ
っ
て
祝
福
し
た
「
通
信
文
」
ま
で
が
、

同
様
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
表
二
の
「
既
知
」
の
覧
（
う
ち
九
三
通
が
失
脚
を
祝
福
）
に
示
し
た
通
り
、
失
脚
を
知

る
「
通
信
文
」
の
数
は
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
か
ら
ブ
リ
ュ
ク
テ
ィ
ド
ー
ル
（
八
月
一
八
日
…
九
月
…
六
日
）
に
か
け
て
半
減
し
て
い
る
（
サ
ン
・
キ
ュ

ロ
ッ
ト
の
日
に
は
届
い
て
い
な
い
）
。
共
和
三
年
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
（
九
月
二
二
日
一
～
○
月
工
一
日
）
に
お
い
て
は
一
ケ
タ
に
ま
で
減
っ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
の
「
通
信
文
」
に
お
い
て
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
失
脚
を
祝
福
す
る
「
最
高
存
在
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
、
し
か
も
同
じ
内
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表2　クーデタの事実の認否による「通儒文」の内訳

テルミドール ブリュクティドール ヴァンデミエール ブリュメール 合計

未知 46 19 0 1 66

既知 70 38 5 6 119

合計 116 57 5 7 185

幽

　
　
　
0

＠
　
・

轡

爾
　
。

O

O

O

。
　
翻

幽
　
o

㊥

働
O

働
㊧

O

爾

O
　
　
　
o

幽

O

0

　
0

⑭
．

O

O

。
　
爾

9
　
0

爾　
　
　
O
　
　
O

㊧
・
　
　
　
　
⑤

O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

1
　
　
0
∠
　
　
0
0
　
　
』
壕
　
　
『
0

・
・
翻
㊥
翻
測

参考：ロベスピエール失脚を祝福した「通信文」の分布

容
が
各
地
に
流
布
し
て
い
る
こ
と
に
は
、

特
定
の
表
現
形
式
を
紋
切
り
型
と
し
て

模
倣
す
る
と
い
う
、
恐
怖
政
治
期
の
作

法
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て

　
　
⑲

い
よ
う
。
特
に
、
ク
ー
デ
タ
と
い
う
極

め
て
重
大
な
事
件
に
対
し
て
、
地
方
が

自
ら
の
態
度
を
表
明
す
る
際
、
政
府
に

好
印
象
を
与
え
る
表
現
が
模
索
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
失
脚
を
「
最
高
存

在
」
の
名
に
お
い
て
祝
福
し
た
「
通
信

文
」
に
対
し
て
、
政
府
が
あ
る
程
度
肯

定
的
な
評
価
を
与
え
た
こ
と
は
、
そ
の

よ
う
な
模
倣
傾
向
を
拡
大
し
、
時
間
の

経
過
と
共
に
、
よ
り
多
く
の
地
域
が
こ

の
よ
う
な
表
現
を
採
用
し
た
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
失
脚
を

祝
福
し
た
「
通
信
文
」
の
数
量
は
ク
ー

デ
タ
直
後
か
ら
極
端
な
減
少
傾
向
に
あ
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る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
「
通
信
文
」
の
多
く
が
事
前
に
検
閲
を
受
け
、
廃
棄
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
派
に
と
っ
て
、
「
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
失
脚
を
祝
福
す
る
最
高
存
在
」
と
い
う
表
象
は
、
や
は
り
何
ら
か
の
違
和
感
を
覚
え
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ク
ー
デ
タ
の
正
当
性
に
も
関
わ
る
問
題
を
含
ん
で
い
よ
う
。
も
し
、
「
通
信
文
」
が
意
図
的
に
廃
棄

さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
文
脈
の
如
何
を
問
わ
ず
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
を
拒
否
す
る
動
き
が
、
政
府
内
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
指
摘
し
た
史
料
的
限
界
に
加
え
て
、
廃
棄
さ
れ
た
「
通
信
文
」
が
残
存
し
て
い
な
い
以
上
、
こ
う
し
た
考
察
は
推
測

の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
し
、
具
体
的
に
政
府
の
誰
が
検
閲
し
た
の
か
等
、
詳
細
に
関
し
て
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
は
語
っ
て
い
な
い
。
「
通
信
文
」

の
量
自
体
が
減
少
し
た
こ
と
、
内
容
の
十
分
な
吟
味
を
経
な
い
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
こ
の
点
の
検
討
に
は
不
確
定
要
素
が

あ
ま
り
に
も
多
い
。
本
章
の
考
察
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
ク
ー
デ
タ
後
の
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
が
、
様
々
な
表
象
の
も
と
に
捉
え
ら
れ
、
極

め
て
微
妙
な
位
置
に
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
た
だ
け
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
後
、
共
和
三
年
の
冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
へ
の
追
及
が
激
化
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況

に
お
い
て
、
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
を
規
定
し
た
旬
日
祭
典
は
、
ど
の
よ
う
な
政
治
性
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
ま
ず
は
、
次
章
で
、
祭

典
企
画
の
分
析
を
行
う
こ
と
か
ら
考
察
を
始
め
た
い
。

　
①
　
　
「
最
高
存
在
し
の
祭
典
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ー
ル
や
マ
チ
エ
の
前
掲
書
に
加
え
　
　
　
　
　
肉
“
§
N
§
§
、
ト
ミ
§
ミ
ミ
N
縣
ミ
仁
義
N
ミ
ミ
題
§
蕊
貯
蓄
ミ
、
緊
鴨
導
§
ミ
§
識
§
ミ
”

　
て
、
松
浦
義
弘
「
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
と
最
高
存
在
の
祭
典
」
『
史
学
雑
誌
葱
九
七

一
一
、
一
九
八
八
年
。
ヴ
ァ
デ
ィ
エ
の
報
告
に
つ
い
て
は
加
筆
＜
o
一
〇
烈
層
P

　
①
ω
り
一
①
心
9

②
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
期
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
も
の
を
参
照
し
た
〉
甲

　
ピ
讐
匪
Φ
斜
卜
亀
沁
簿
ミ
§
§
Q
こ
ミ
§
識
§
鳶
℃
騨
冨
甲
一
8
り
一
ρ
ぴ
臥
①
び
く
「
ρ
卜
亀

　
§
ミ
§
帖
§
識
§
診
℃
霞
グ
一
り
Q
。
メ
リ
d
’
し
d
営
罫
P
9
ミ
謹
ミ
賜
ミ
ミ
，
魯
貯
竈
、
遷
ミ
，
、

　
§
ミ
§
画
さ
、
，
ミ
ミ
沁
へ
§
N
ミ
馬
§
い
℃
餌
臥
ω
り
一
り
。
。
ρ
ω
■
ぴ
荒
塗
詳
。
曽
卜
球
ミ
。
ミ
ミ
譜
貯

　
℃
舘
グ
軸
O
O
一
．

③
柴
田
三
千
雄
『
バ
ブ
ー
フ
の
陰
謀
輪
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、
六
三
－
六
四

　
頁
。

④
ま
た
、
～
七
九
四
年
八
月
二
四
日
の
法
令
に
よ
り
、
パ
リ
以
外
で
人
口
八
千
入

　
を
下
圓
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
は
、
革
命
委
員
会
は
置
か
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

⑤
田
。
騨
p
§
ミ
も
．
O
分
営
N
舞
ρ
魯
．
ミ
も
「
為
①
鳥
刈
．

⑥
顔
寄
弓
a
ざ
§
鴨
§
§
§
Q
N
尊
隔
§
§
き
窪
き
㌘
§
§
§
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嵐
遷
。
。
－
N
§
v
客
Φ
ξ
属
。
時
曽
8
0
ρ
署
．
b
⊃
①
ω
心
。
。
一
「

⑦
ω
碧
斗
ρ
§
§
も
℃
』
G
。
墜
ω
O
食
切
．
じ
σ
鴛
葵
p
．
．
＜
営
蜜
早
撃
、
ド
国
哨
毒
魚
簿

　
竃
■
O
N
2
抽
愚
．
織
計
讐
■
り
O
甲
り
一
P
B
・
バ
チ
コ
（
富
永
茂
樹
訳
）
「
ヴ
ァ
ン
ダ

　
リ
ス
ム
」
隅
フ
ラ
ン
ス
革
命
事
典
腕
V
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
二
年
、
四
三
－

　
五
九
頁
。

⑧
｝
－
竃
ト
魯
す
亀
（
a
’
）
曽
卜
§
寝
N
ミ
ミ
譜
ま
§
㍗
ミ
ミ
葺
℃
巴
。
。
レ
リ
。
。
り
’

⑨
　
コ
ン
ド
ル
セ
難
壁
（
阪
上
孝
編
訳
）
『
フ
ラ
ン
ス
革
A
叩
期
の
公
教
育
論
』
岩
波

　
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
。

⑩
痢
■
〉
畷
。
暮
韓
ζ
O
門
魯
8
（
＆
■
）
曽
卑
下
§
ミ
§
鴨
ミ
㌣
跨
馬
ミ
魯
§
密
＆
。
ミ

　
ミ
塾
薦
§
§
§
寒
脇
ぎ
6
駐
－
竃
、
貯
§
§
§
、
N
ミ
ミ
隷
隔
壁
ミ
織
§
藁
ミ
避
ミ
鷺
ミ
蕊

　
ミ
ミ
ミ
Q
謎
》
ミ
S
Q
ミ
§
蟄
、
ミ
噂
く
9
甲
押
団
象
鼠
。
塁
い
．
悶
帥
雪
円
き
弘
8
メ
で
．

　
①
．
⑪
O
N
。
鼻
曇
§
も
b
」
ω
c
。
山
轟
O
．
よ
り
詳
細
な
理
訴
に
つ
い
て
、
オ
ズ
ー
フ
は
、

　
本
稿
第
三
章
で
触
れ
る
シ
ェ
ニ
エ
に
語
ら
せ
て
い
る
。

⑫
b
d
g
艮
p
魯
ミ
も
℃
．
O
甲
O
①
．

⑬
§
罫
p
①
卜
。
’

⑭
議
会
文
書
集
成
の
索
引
か
ら
、
讐
お
し
・
毛
み
ヨ
ρ
嬢
Φ
段
｝
．
国
e
話
し
・
巷
【
ゆ
讐
Φ
と

　
い
う
単
語
を
含
ん
だ
門
通
信
文
」
を
引
き
出
し
た
。

⑮
九
四
年
五
旦
三
日
、
コ
ロ
・
デ
ル
ポ
ワ
は
王
党
派
の
暴
漢
に
暗
殺
さ
れ
か
け

　
た
。
そ
の
翌
日
の
五
月
二
三
日
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
王
党
派
の
女
性
に
暗
殺
さ

　
れ
か
け
た
。

⑯
尚
、
門
通
信
文
」
の
中
に
は
、
本
文
で
引
用
し
た
史
料
の
よ
う
に
、
ロ
ベ
ス
ピ

　
エ
ー
ル
失
脚
と
い
う
「
事
件
」
そ
の
も
の
に
は
直
接
触
れ
て
い
な
い
も
の
も
幾
つ

　
か
見
ら
れ
る
が
、
ク
ー
デ
タ
後
の
体
制
の
安
寧
を
「
最
高
存
在
」
の
名
に
お
い
て

　
祝
福
し
て
い
る
の
で
、
本
質
的
に
は
同
じ
と
考
え
る
。

⑰
一
例
と
し
て
、
高
橋
暁
生
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
軍
地
方
都
市
の
政
治
的
態
度
と
地

　
域
的
背
景
ー
ル
ア
ン
の
穀
物
供
給
問
題
－
扁
『
社
会
経
済
史
学
瞼
六
八
一
二
、

　
二
〇
〇
二
年
。
ま
た
、
筆
者
が
利
用
し
た
「
通
信
文
」
の
中
に
は
、
金
銭
や
物
品

　
の
寄
付
を
申
し
出
た
も
の
が
一
九
通
見
ら
れ
た
（
う
ち
一
六
通
は
ク
ー
デ
タ
の
事

　
実
を
知
ら
な
い
）
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
、
政
府
に
摩
遇
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

⑱
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
、
前
掲
書
、
二
〇
五
頁
。
尚
、
本
文
の
地
図
は
、
こ
の
研
究
書
の

　
図
版
十
四
頁
の
地
図
を
元
に
作
成
し
た
。

⑲
b
d
卿
。
降
ρ
号
轟
も
「
①
N
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第
三
章
　
共
和
三
無
に
お
け
る
旬
日
祭
典
の
再
編

　
本
章
で
は
、
旬
日
祭
典
の
再
編
が
決
定
さ
れ
た
後
、
共
和
三
年
ニ
ヴ
ォ
ー
ズ
（
九
四
年
＝
一
月
二
一
臓
－
九
五
年
一
月
～
九
日
）
よ
り
、

年
プ
リ
ュ
ヴ
ィ
オ
ー
ズ
（
九
五
年
一
月
二
〇
日
－
二
月
一
八
日
ま
で
）
に
か
け
て
の
期
間
に
国
民
公
会
に
提
出
さ
れ
た
企
画
を
考
察
す
る
。

共
和
三
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祭
典
を
再
編
す
る
匿
的

　
旬
日
祭
典
の
再
編
は
、
い
か
な
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
何
故
こ
の
時
期
に
再
編
が
行
わ
れ
た
の
か
。
本
節
で
は
ま
ず
こ
れ

ら
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

　
祭
典
再
編
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
、
九
四
年
＝
一
月
二
一
日
（
共
和
三
年
目
ヴ
ォ
ー
ズ
一
日
）
に
お
け
る
、
公
教
育
委
員
シ
ェ
ニ
エ
の
報
告
で

あ
る
。
養
鯉
早
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
シ
ェ
ニ
エ
は
祭
典
に
よ
る
公
教
育
の
実
施
を
推
進
し
、
共
和
暦
の
制
定
に
も
深
く
関
与
し
た
人
物

で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
に
よ
る
「
最
高
存
在
」
の
祭
典
の
際
に
は
、
オ
ー
ド
を
作
詞
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
持
つ
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

報
着
内
容
を
端
的
に
表
し
て
い
る
の
は
、
次
の
　
節
で
あ
る
。

　
　
公
共
の
祭
典
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
時
、
そ
し
て
人
民
が
そ
れ
を
楽
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
時
、
軍
事
演
習
の
如
く
行
動
の
全
て
を
規
制
す
る
の
は
不
条
理

　
　
と
い
う
も
の
で
あ
る
…
…
人
々
の
思
想
を
細
か
な
規
則
で
縛
ら
ず
に
、
祭
典
で
は
フ
ラ
ン
ス
人
民
の
本
音
が
求
め
る
自
由
を
全
て
残
す
必
要
が
あ
る
…
…

　
　
も
し
国
事
を
損
な
い
た
く
な
い
な
ら
、
無
神
論
と
い
う
名
の
放
蕩
に
ふ
け
る
大
げ
さ
な
演
説
家
の
雷
葉
に
耳
を
貸
し
て
は
な
ら
な
い
…
…
。

　
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
に
よ
る
「
最
高
存
在
」
の
祭
典
の
実
施
に
際
し
、
ダ
ヴ
イ
ド
が
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
祭
典
の
内
容
を
か
な
り
厳
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
シ
ェ
ニ
エ
の
企
画
は
こ
れ
と
は
著
し
い
対
照
を
成
す
。
彼
は
、
こ
の
よ
う
に
娯
楽
性
を
重
視
し
た
祭
典
を
提

案
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
今
日
ま
で
に
な
さ
れ
た
試
み
は
、
と
て
も
満
足
の
行
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
」
と
、
共
和
二
年
に
お
け
る
旬
日
祭
典

の
不
振
を
明
確
に
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
民
衆
の
娯
楽
を
標
榜
す
る
彼
の
態
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
失
敗
に
対
す
る
反
省
が
窺

え
る
の
で
あ
る
。

　
既
存
宗
教
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
シ
ェ
ニ
エ
は
報
告
に
お
い
て
、
司
祭
へ
の
敵
意
を
表
明
し
、
国
民
公
会
が
「
極
悪
人
共
を
根
絶
す
る
こ

と
」
を
勧
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
非
難
し
て
い
る
。
一
方
で
、
シ
ェ
ニ
エ
は
無
神
論
に
も
否
定
的
な
評
価
を
与
え
、
旬
日
祭
典
に
用
い
る
こ

と
を
拒
否
し
た
。
つ
ま
り
は
神
の
存
在
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
報
告
を
発
表
し
た
シ
ェ
ニ
エ
は
、
当
時
の
人
心
が
「
あ
ら
ゆ
る
狂
信
、
抑
圧
、
狂
気
」
に
よ
っ
て
疲
弊
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
九
四
年
の
冬
か
ら
九
五
年
の
春
に
か
け
て
、
革
命
史
上
最
悪
と
呼
ば
れ
る
程
の
深
刻
な
食
糧
不
足
が
フ
ラ

ン
ス
全
土
を
襲
い
、
各
地
で
食
糧
暴
動
が
頻
発
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
共
和
三
年
の
旬
日
祭
典
が
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
を
軸
と

し
て
論
議
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
シ
ェ
ニ
エ
は
総
裁
政
府
期
に
、
反
乱
を
助
長
す
る
よ
う
な
騒
擾
か
ら
国
民
公
会
を
防
衛
す
る
必
要
が
あ
っ

　
　
　
　
　
　
③

た
と
述
べ
て
い
る
。

　
尚
、
シ
ェ
ニ
エ
報
告
の
直
後
、
第
二
章
で
紹
介
し
た
立
憲
派
司
教
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
が
、
議
事
予
定
に
逆
ら
う
形
で
演
説
を
行
い
、
キ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

教
徒
に
よ
る
礼
拝
の
自
由
を
求
め
た
。
し
か
し
、
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
は
演
説
途
中
で
強
制
退
去
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
あ
る
議
員
が
「
グ
レ
ゴ
ワ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ル
の
演
説
が
与
え
る
影
響
を
消
し
さ
る
に
は
、
旬
日
祭
典
の
企
画
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
発
言
し
た
。
こ
の
発
言
は
、
祭
典
再
編
が
、

初
期
の
段
階
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
等
の
既
存
宗
教
と
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

｝
H

祭
典
論
議
の
前
半
期
－
伝
統
的
慣
行
へ
の
配
慮
と
理
神
論
の
推
奨
一

　
シ
ェ
ニ
エ
報
告
の
後
、
～
二
月
二
九
日
の
決
定
に
よ
り
、
旬
日
祭
典
の
企
画
に
つ
い
て
は
、
公
教
育
委
員
だ
け
で
は
な
く
、
議
員
全
員
が
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ら
の
意
見
を
公
表
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
以
下
一
八
人
の
議
員
に
よ
る
二
二
の
企
画
を
検
討
す
る
。
表
三
は
こ
の
時
期
に
提
出
さ
れ
た

祭
典
企
画
の
要
点
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
企
画
発
表
の
正
確
な
日
付
は
一
部
を
除
き
不
明
で
あ
る
が
、
提
出
さ
れ
た
順
番
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

確
定
し
て
い
る
の
で
、
数
字
順
に
示
し
て
お
く
。
尚
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
表
三
の
一
二
に
記
し
た
ラ
モ
ー
案
以
降
、
祭
典
論
議
に
は
質
的
な

変
化
が
見
ら
れ
る
。
故
に
、
ラ
モ
ー
以
前
の
企
画
を
前
半
、
ラ
モ
ー
以
降
を
後
半
と
区
別
し
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
シ
ェ
ニ
エ
は
祭
典
の
基
本
的
な
要
素
と
し
て
、
神
の
存
在
の
承
認
と
娯
楽
を
挙
げ
た
が
、
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
後
の
祭
典
企
画
に
お
い
て
も

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
ま
ず
、
娯
楽
の
要
素
を
具
体
的
に
表
し
た
も
の
と
し
て
、
祭
典
企
画
で
は
民
衆
の
嗜
好
に
沿
っ
た
形
で
の
ダ
ン

ス
が
推
奨
さ
れ
、
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
政
府
の
指
導
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
旬
日
祭
典
の
中
に
、
伝
統
的
な
民
衆
の
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共和三年における旬日祭典の再編（山中）

　　　　　　　　　　　　　　表3　旬日祭典の企画とその内容

　　　　　前半期

議員の名前 崇拝対象 共和二年の要素 他の特徴的な要素

1 シェニエ　94・12・21 最高存在 ダンス・遊び

2 ヂュラン＝マイヤーヌ カトリック礼拝の復活

3 ピケ 最高存在 ダンス・結婚儀式・全
@派の信徒参加

4 マテイウ 最高存在 理性の神殿 ダンス・遊び・R演説
尞

5 バレイロン　95・工・4 最高存在 結婚・出生の儀式

6 ラントナ 礼拝の自由の否定 キリスト教への批判

7 ラントナ 礼拝の自由の否定 最高存在・霊魂の不滅
��

8 ボンギヨ 最高存在 7日か8日に一度の祭
T・ダンス禁止

9 ルキニオ 理性 宴会・殉教者の旬日 結婚・出生の儀式

10 ヴォー 最高存在 結婚・出生の儀式

11 オポワ 最高存在 理性の神殿 旬日に「廉恥」を祝福
ｷることを推奨

後半期

12 ラモー 最高存在 カトリック教徒への配
ｶ・ダンス・儀式

13 ラモー 最高存在 結婚・出生の儀式

！4 テラル 最高存在・霊魂の不滅 二日凹目に祭典内でカ
gリック礼拝実施

15 エシャセリオー　95・1・12 山口存在 市民宴会 カトリック教徒への配
ｶ・ダンス・遊び

16 コロ＝デルポワ 言及なし ダンス

17 ティリオン　95・1・18 これまでの企画に舛する総括 特別委員会の設握

18 エシャセリオー　95・2・5 最高存在 宴会・理性の旬日 ダンス・遊び・全宗派の信徒参加

19 マルコーズ 山高存在 理性の旬日 全宗派の信徒参加

20 ファイヨル カトリック礼拝の復活 司祭の妻帯を推奨

2ユ フォール カトリック礼拝の復活 共和暦の廃止

22 テラル　95・3・4 最高存在・霊魂の不滅 旧日曜日に祭典内でカ
gリック礼拝実施
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娯
楽
慣
行
の
要
素
が
注
入
さ
れ
た
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
ピ
ケ
（
表
三
の
三
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
祭
典
の
失
敗
を
反
省
し
た
上
で
、

「
こ
れ
ま
で
に
十
分
明
ら
か
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
嗜
好
に
任
せ
て
み
た
ま
え
。
彼
ら
は
自
分
の
思
っ
た
通
り
に
歌
い
、
踊
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

祭
典
に
戒
律
を
設
け
て
は
い
け
な
い
。
喜
び
は
押
し
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
同
様
の
主
張
は
、
マ
テ
ィ
ウ
案

　
　
　
⑨

（
表
三
の
四
）
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
企
画
者
の
中
に
は
ボ
ン
血
合
（
鶴
翼
の
八
）
の
よ
う
に
、
ダ
ン
ス
等
の
娯
楽
要
素
を
批
判
す
る
～
方
で
、
農
村
民
衆
の
参
加
を
促
す

た
め
・
吉
か
合
に
蔑
祭
典
を
実
施
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
者
も
撮
・
一
〇
日
に
蔑
の
祭
典
で
は
・
民
衆
の
休
息
醤
が
減
り
・
参

加
意
欲
が
減
退
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

　
次
に
、
祭
典
企
画
で
推
奨
さ
れ
た
崇
拝
対
象
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
前
半
期
の
祭
典
論
議
で
は
、
共
和
二
年
に
お
い
て
頻
繁
に
見
ら
れ

た
理
性
崇
拝
や
自
由
の
殉
教
者
へ
の
崇
拝
が
、
以
前
ほ
ど
の
重
き
を
な
し
て
い
な
い
。
一
方
で
、
多
く
の
企
画
が
「
最
高
存
在
」
へ
の
崇
拝
を

推
奨
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
シ
ェ
ニ
エ
の
報
告
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
民
衆
の
興
味
を
引
く
祭
典
を
創
る
に
あ
た
っ
て
、
エ
ベ
ー
ル
主
義

に
見
ら
れ
た
よ
う
な
無
神
論
を
採
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
史
料
の
記
述
を
も
と
に
、
企
画
書
の
宗

教
観
に
ま
で
考
察
範
囲
を
広
げ
た
い
。

　
前
半
期
に
お
い
て
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
を
推
奨
し
た
企
画
者
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る
既
存
宗
教
に
対
し
て
、
好
意
的
な
記
述
を

残
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
理
神
論
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
理
神
論
と
は
、
神
の
存
在
は
認
め
る
が
、
カ

ト
リ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る
啓
示
宗
教
の
教
義
を
否
定
す
る
立
場
の
こ
と
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
代
表
的
で
あ
る
。
企
老
者

の
一
人
オ
ポ
ワ
（
表
三
の
一
一
）
の
記
述
「
も
し
こ
の
宗
教
が
最
高
存
在
へ
の
純
粋
な
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
る
こ
と
に
の
み
存
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
宗
派
を
統
～
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
…
…
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
ム
ス
リ
ム
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

が
、
大
し
た
驚
き
を
み
せ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
宗
教
を
崇
拝
し
に
来
る
だ
ろ
う
。
」
に
は
、
こ
う
し
た
理
神
論
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
同
様
の

表
現
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
も
採
用
し
て
い
た
。
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一
方
で
、
そ
の
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
ル
ソ
ー
は
、
確
か
に
啓
示
宗
教
に
対
す
る
批
判
も
行
っ
た
が
、
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
と
は
異
な
り
、
神
の
存
在
に
加
え
て
、
来
世
の
観
念
や
、
善
行
・
悪
行
に
対
す
る
審
判
の
存
在
も
積
極
的
に
認
め
て
い
た
。
企
画
者

の
一
人
ピ
ケ
は
、
善
行
を
褒
め
称
え
、
悪
行
を
罰
す
る
神
が
民
衆
に
如
何
に
必
要
で
あ
る
か
を
述
べ
て
お
り
、
彼
は
そ
う
し
た
ル
ソ
ー
の
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
有
神
論
的
な
記
述
を
残
し
て
い
る
の
は
彼
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
ま
た
、
ラ
ン
ト
ナ
（
表
三
の
六
）
や
ル
キ
ニ
オ
（
表
三
の
九
）
は
、
か
つ
て
非
キ
リ
ス
ト
教
化
に
参
加
し
、
企
画
に
お
い
て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
信

仰
を
非
難
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
論
議
の
性
格
を
考
え
る
上
で
示
量
的
で
あ
る
。
一
方
で
、
親
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
立
場
を
採
る
の
は

ヂ
ュ
ラ
ン
“
マ
イ
ヤ
ー
ヌ
（
表
三
の
一
一
）
の
み
で
あ
る
。

　
企
画
書
の
文
面
を
見
る
限
り
、
前
半
期
の
祭
典
論
議
は
、
神
の
存
在
は
認
め
る
が
、
啓
示
宗
教
の
教
義
は
否
定
す
る
理
神
論
を
ベ
ー
ス
に
、

伝
統
的
な
民
衆
娯
楽
の
要
素
を
加
味
し
た
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

…
剛

祭
典
論
議
の
後
半
期
ー
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
の
融
和
1

　
論
議
の
性
格
に
明
確
な
変
化
が
現
れ
る
の
は
、
ラ
モ
ー
（
表
三
の
＝
一
）
の
企
画
以
降
で
あ
る
。
彼
は
、
結
婚
や
出
生
と
い
っ
た
人
生
の
節

臣
を
飾
る
儀
式
を
祭
典
に
導
入
す
る
こ
と
を
推
奨
し
、
こ
う
し
た
儀
式
的
要
素
の
導
入
が
、
既
存
宗
教
、
中
で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
参
加
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

促
す
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
宗
教
礼
拝
は
個
有
の
荘
重
さ
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
を
行
い
、
劇
的
な
外
観
を
備
え
、
秩
序
と
瞑
想
を
命
じ
た
。
現
在
の
世
代
は
そ
の
よ
う
な
礼
拝

　
　
の
思
想
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
…
…
諸
君
が
彼
ら
を
招
き
い
れ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
改
革
と
、
彼
ら
の
昔
の
習
慣
と
の
共
通
点
が
少
な
け
れ
ば
そ
の
分

　
　
だ
け
、
参
加
す
る
気
が
起
き
な
け
れ
ば
そ
の
分
だ
け
、
彼
ら
は
早
々
に
、
そ
し
て
頑
固
に
昔
の
習
慣
に
も
ど
る
だ
ろ
う
。
故
に
民
衆
か
ら
全
能
の
存
在
、

　
　
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
超
え
さ
え
す
る
最
高
存
在
へ
と
連
な
る
観
念
を
築
く
こ
と
に
、
ど
ん
な
不
都
合
が
あ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
…
…

　
も
ち
ろ
ん
、
祭
典
に
導
入
さ
れ
る
儀
式
と
は
、
例
え
ば
「
霧
粒
婚
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
世
俗
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
儀
式
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が
、
果
た
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
満
足
さ
せ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
疑
わ
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
前
半
期
の

ル
キ
ニ
オ
も
同
様
の
儀
式
的
要
素
を
採
用
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に
、
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
を
提
唱
し
た
企
画
者
の
中
に
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
の
融
和
を
図
ろ
う
と
す
る
者
が
い
た
こ
と
に
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
ラ
モ
ー
の
企
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
意
見
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
考
え
で
は
、
こ
れ
に
は
共
和
二
年
フ

ロ
レ
ア
ル
～
八
日
に
お
け
る
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
報
告
が
関
係
し
て
い
る
。

　
筆
者
が
～
、
二
章
で
利
用
し
た
「
通
信
文
」
の
中
に
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
報
告
を
行
っ
た
後
、
彼
の
報
告
に
対
し
て
、
司
祭
や
信
徒
が

カ
ト
リ
ッ
ク
復
興
の
希
望
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
が
、
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
筆
者
の
調
べ
で
は
一
〇
遇
程
度
と
、
数
的
に
は

非
常
に
少
な
い
が
、
こ
れ
に
は
「
通
信
文
」
と
い
う
史
料
の
性
格
が
関
係
し
て
い
よ
う
。
「
通
信
文
」
の
作
者
で
あ
る
地
方
の
エ
リ
ー
ト
層
に

と
っ
て
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
報
告
が
カ
ト
リ
ッ
ク
復
興
と
解
釈
さ
れ
た
こ
と
は
、
自
ら
が
指
導
す
る
地
域
の
「
失
態
」
に
あ
た
り
、
恐
怖
政

治
期
末
の
微
妙
な
状
況
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
事
実
を
積
極
的
に
政
府
に
報
告
す
る
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
同
時
代
の
人
々
の
残
し
た
史
料
に
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
確
か
に
起
き
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
第
二

章
で
紹
介
し
た
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
は
、
後
に
革
命
の
宗
教
史
を
振
り
返
っ
た
著
作
に
お
い
て
、
多
く
の
地
域
で
「
最
高
存
在
の
祭
典
と
い
う
名
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

が
、
人
々
の
心
に
あ
る
種
の
慰
み
を
も
た
ら
し
た
。
宗
教
へ
の
回
帰
と
い
う
希
望
が
ほ
ほ
え
み
か
け
た
の
だ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、
彼
と
同
じ
く
礼
拝
の
自
由
を
求
め
て
い
た
議
員
ボ
ー
ダ
ン
が
、
九
五
年
二
月
に
発
表
し
た
論
文
『
狂
信
と
礼
拝
』
に
は
、
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
⑰

な
記
述
が
あ
る
。

　
　
あ
る
仲
買
人
が
、
小
さ
な
広
場
に
新
し
く
で
き
た
通
り
で
、
仲
間
に
こ
う
焦
っ
た
。
「
今
じ
ゃ
、
こ
の
世
界
に
ゃ
神
様
は
い
ね
え
。
最
高
存
在
様
が
い
る

　
　
だ
よ
。
」
こ
の
善
良
な
市
民
は
確
か
に
無
神
論
者
で
は
な
い
。
彼
は
た
だ
、
革
命
の
力
に
よ
っ
て
、
〔
カ
ト
リ
ッ
ク
の
〕
神
は
そ
の
名
を
変
え
た
に
過
ぎ
な

　
　
　
い
の
だ
と
考
え
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
、
パ
リ
の
通
り
や
セ
ク
シ
ョ
ン
が
名
前
を
変
え
る
の
と
同
じ
よ
う
に
。

　
こ
う
し
た
現
象
が
、
ど
の
程
度
の
規
模
で
起
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
人
々
の
認
め
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る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
祭
典
企
画
者
の
中
に
も
、
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
や
ボ
ー
ダ
ン
が
指
摘
し
た
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。

「
共
和
主
義
体
制
と
キ
リ
ス
ト
教
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
両
立
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
嘘
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ル
ン
県
の
議
員
テ
ラ
ル
（
表
三
の
㎝
四
）
は
、
祭
典
案
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
を
残
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
最
後
の
暴
君
〔
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
〕
の
失
墜
以
来
、
彼
の
計
画
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
愚
か
な
る
正
義
に
よ
っ
て
、
最
高
存
在
の
実
在
と
、
霊
魂
の

　
　
不
滅
の
思
想
が
弱
体
化
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
無
神
論
を
も
た
ら
す
た
め
の
策
謀
が
動
き
始
め
た
…
…
し
か
し
最
高
存
在
と
霊
魂
の
不
滅
、
そ
し
て
美

　
　
徳
へ
の
報
酬
と
罪
へ
の
報
い
に
対
す
る
信
仰
は
、
何
よ
り
あ
ら
ゆ
る
年
齢
、
あ
ら
ゆ
る
性
別
に
属
す
る
人
民
に
と
っ
て
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
全
て

　
　
の
者
が
激
し
く
高
慢
で
旺
盛
な
性
格
を
持
つ
都
会
の
職
人
や
、
田
舎
の
住
民
に
と
っ
て
、
そ
の
情
念
を
抑
え
る
た
め
の
よ
り
力
強
く
、
よ
り
優
し
い
ブ

　
　
レ
ー
キ
の
役
割
を
果
た
す
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
不
足
を
補
う
。

　
引
用
箇
所
に
見
ら
れ
る
「
霊
魂
の
不
滅
」
、
「
美
徳
へ
の
報
酬
と
罪
へ
の
報
い
」
、
「
情
念
を
抑
え
る
た
め
の
ブ
レ
ー
キ
」
と
い
っ
た
項
目
は
、

い
ず
れ
も
ル
ソ
ー
が
『
エ
ミ
ー
ル
』
の
「
サ
ヴ
ォ
ワ
人
助
任
司
祭
の
信
仰
告
白
」
に
お
い
て
述
べ
た
有
神
論
の
思
想
で
あ
る
。
故
に
、
テ
ラ
ル

は
啓
蒙
思
想
に
も
通
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
は
民
衆
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
代
表
す
る
存
在
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教
徒
を
自
認
す
る
議
員
が
、
こ
の
よ
う
な
神
に
対
す
る
啓
蒙
主
義
的
解
釈
に
理
解
を
示
し
、
自
ら
の
信
仰
の
申
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
よ
う
。
ル
ソ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
は
と
も
か
く
、
そ
の
道
徳
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
好
意
的
な
記
述
を
残
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
い
た
か
ら
、
テ
ラ
ル
は
親
近
感
を
覚
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
テ
ラ
ル
に
と
っ
て
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
報
告
が
、
必

ず
し
も
非
難
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
も
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
テ
ラ
ル
案
は
旧
日
曜
日
に
行
う
祭
典
に
お
い
て
、
共
和
派
の
司
祭
に
よ
る
礼
拝
の
時
間
を
設
け
、
「
最
高
存
在
」
を
全
て
の
宗
派
の
共
通
神

と
し
て
祀
り
、
結
婚
や
出
生
の
儀
式
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
権
利
の
宣
言
を
朗
読
し
、
軍
事
演
習
の
場
に
も
利
用
す
る
こ
と
で
、

愛
国
心
を
育
む
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
旧
日
曜
B
に
祭
典
を
行
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
「
旬
日
祭
典
」
と
は
呼
べ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
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こ
の
企
画
に
は
、
革
命
の
精
神
と
の
融
和
を
図
ろ
う
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
尚
、
ラ
モ
ー
、
テ
ラ
ル
共
に
、
祭
典
に
ダ
ン
ス
を
導
入
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
以
来
、
風
俗
を
乱
す

要
素
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
が
批
判
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
要
素
の
導
入
は
反
カ
ト
リ
ッ
ク
的
で
す
ら
あ
る
の

だ
が
、
「
革
命
家
」
の
認
識
の
一
側
面
を
探
る
上
で
興
味
深
い
特
徴
で
は
あ
る
。
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．
W
　
エ
シ
ャ
セ
リ
オ
ー
案
に
つ
い
て

　
前
節
で
見
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
へ
の
歩
み
寄
り
の
姿
勢
は
、
他
の
祭
典
論
議
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
表
三

の
一
五
、
一
八
に
挙
げ
た
エ
シ
ャ
セ
リ
オ
ー
の
企
画
を
普
し
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
。
エ
シ
ャ
セ
リ
オ
ー
の
二
道
目
の
企
画
（
表
三
の
一
八
）

は
、
公
教
育
委
員
会
で
採
用
さ
れ
、
九
五
年
二
月
五
日
、
シ
ェ
ニ
エ
の
紹
介
を
通
し
て
国
民
公
会
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
故
に
、
こ
の
人
物
は

祭
典
再
編
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
エ
シ
ャ
セ
リ
オ
ー
は
、
一
匹
目
（
表
三
の
　
五
）
の
企
画
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
人
間
に
は
教
育
以
外
の
も
の
が
必
要
な
の
だ
。
快
楽
は
入
間
の
基
本
的
要
求
で
あ
る
…
…
諸
君
は
、
様
々
な
宗
教
が
、
押
さ
え
つ
け
ら
れ
た
時
に
よ
り
強

　
　
い
力
で
復
元
し
よ
う
と
す
る
柔
軟
な
物
体
に
似
て
お
り
、
迫
害
は
新
た
な
信
徒
を
作
り
、
狂
信
を
増
大
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
…
…
故
に
、

　
　
諸
君
は
信
仰
や
儀
式
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
。
各
人
に
対
し
、
自
ら
の
方
法
で
神
を
祝
福
す
る
自
由
を
与
え
た
ま
え
。
美
徳
へ
の
愛
を
芽
生
え
さ
せ
る

　
　
だ
け
の
強
さ
を
持
ち
、
教
育
と
喜
び
の
魅
力
に
よ
っ
て
人
間
を
幸
福
に
導
く
の
に
十
分
な
制
度
を
創
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
諸
君
は
共
和
主
義
立
法
者
の
義

　
　
務
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　
ラ
モ
ー
や
テ
ラ
ル
ほ
ど
露
骨
で
は
な
い
が
、
エ
シ
ャ
セ
リ
オ
ー
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
立
場
に
配
慮
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
節
で
あ
る
。

ま
た
、
「
神
へ
の
崇
拝
方
法
を
信
徒
に
委
ね
る
」
と
い
う
主
張
は
、
他
の
企
画
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
立
場
を
表
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
次
に
公
会
で
報
告
し
た
テ
ィ
リ
オ
ン
（
延
年
の
一
七
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
祭
典
論
議
を
総
括
し
て
、
「
国
民
公
会
の
全
員
が
旬
日
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祭
典
を
早
急
に
準
備
し
、
狂
信
的
、
迷
信
的
な
風
習
を
博
愛
的
、
共
和
主
義
的
な
風
習
に
変
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
…
…
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

現
時
点
に
お
い
て
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
が
提
出
さ
れ
た
と
は
思
わ
な
い
。
」
と
述
べ
た
。
彼
に
と
っ
て
、
旬
日
祭
典

は
あ
く
ま
で
習
俗
棚
新
の
手
段
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
具
体
的
な
問
題
点
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
祭
典
論
議
が
ラ
モ
ー
、
テ
ラ
ル
案
の

よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
へ
の
歩
み
寄
り
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
テ
ィ
リ
オ
ン
の
報
告
か
ら
約
二
週
間
後
に
発
表
さ
れ
た
、
エ
シ
ャ
セ
リ
オ
ー
の
二
回
目
の
企
画
は
、
一
回
目
の
企
画
で
も
採
用
し
た
ダ

ン
ス
や
市
民
宴
会
と
い
っ
た
娯
楽
要
素
を
提
唱
し
て
い
る
。
　
～
方
で
、
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
に
つ
い
て
は
「
全
て
の
宗
派
の
信
徒
が
そ
れ

〔
最
高
存
在
〕
を
祝
福
す
る
た
め
に
、
こ
の
市
民
祭
聖
画
に
集
う
こ
と
だ
ろ
う
。
彼
ら
が
祖
圏
の
も
た
ら
し
た
甘
美
な
る
徳
を
理
解
し
、
狂
信
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

彼
ら
の
盲
信
を
駆
り
立
て
る
た
め
に
利
用
し
た
危
険
な
幻
想
を
忘
れ
去
る
の
は
、
こ
の
場
に
お
い
て
な
の
で
あ
る
。
」
と
、
理
神
論
的
思
想
を

述
べ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
テ
ィ
リ
オ
ン
の
意
見
に
配
慮
し
た
の
か
、
神
へ
の
崇
拝
方
法
を
自
由
化
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
言

及
は
見
ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
エ
シ
ャ
セ
リ
オ
ー
の
企
画
に
対
し
て
、
テ
ラ
ル
（
表
三
の
二
二
）
は
「
扱
う
べ
き
・
王
題
、
実
行
す
る
行
事
、
祭
典
の

方
式
と
順
序
に
関
し
て
、
公
教
育
委
員
会
の
名
に
お
い
て
エ
シ
ャ
セ
リ
オ
ー
が
提
出
し
た
企
画
に
は
、
ほ
ぼ
付
け
足
す
こ
と
は
な
く
、
そ
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

容
を
こ
こ
で
繰
り
返
す
こ
と
は
無
駄
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
、
少
な
く
と
も
文
面
上
は
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
残
り
の
企
画
を
見
る
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
へ
の
歩
み
寄
り
路
線
は
継
続
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
フ
ァ
イ
ヨ
ル
（
表
三
の
二
Q
）
は
、

祭
典
内
に
礼
拝
の
た
め
の
時
間
を
設
け
、
司
祭
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
復
興
に
近
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
司
祭
の
妻
帯
を
推
奨
し
、
典
礼
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
行
う
こ
と
を
提
案
す
る
な
ど
、
共
和
国
と
の
調
和
を
図
っ
た
要

　
　
　
　
　
⑳

素
も
見
ら
れ
る
。
フ
ォ
ー
ル
（
表
郷
の
一
一
一
）
に
至
っ
て
は
、
共
和
国
を
創
る
上
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
は
絶
対
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
る
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
な
く
、
共
和
暦
自
体
の
廃
止
を
訴
え
る
な
ど
、
か
な
り
大
胆
な
主
張
を
行
っ
て
い
る
。

　
祭
典
論
議
の
後
半
期
の
特
微
と
し
て
、
「
最
高
存
在
」
へ
の
崇
拝
が
、
前
半
期
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
文
脈
で
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
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げ
ら
れ
る
。
ラ
モ
ー
の
よ
う
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
へ
の
歩
み
寄
り
と
い
う
文
脈
で
用
い
る
者
や
、
テ
ラ
ル
の
よ
う
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
と
フ
ラ

ン
ス
革
命
の
融
和
と
い
う
文
脈
で
用
い
る
者
が
現
れ
た
。
そ
し
て
、
祭
典
論
議
の
中
心
を
担
っ
た
エ
シ
ャ
セ
リ
オ
ー
の
企
画
に
も
、
こ
う
し
た

論
議
の
傾
向
に
同
調
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
～
定
の
制
限
が
加
わ
る
が
、
フ
ァ
イ
ヨ
ル
案
や
フ
ォ
ー
ル
案
の
よ
う
な
、
カ

ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
復
活
と
も
言
え
る
よ
う
な
企
画
の
提
出
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
祭
典
論
議
は
明
ら
か
に
柔
軟
な
も
の
に
変
化

し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
論
議
の
性
格
が
変
化
し
た
原
因
に
つ
い
て
、
筆
者
は
確
定
的
な
こ
と
を
言
う
術
を
持
た
な
い
が
、
や
は
り
先
に
も
述
べ
た
通
り
、

治
安
の
悪
化
に
つ
な
が
る
社
会
不
安
を
鎮
静
化
す
る
に
あ
た
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
排
除
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
彼
ら
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
祭
典
を
創
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
先
行
研
究
は
、
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
の
演
説
以
降
、
礼
拝
の
自
由
を
求
め

る
請
願
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
こ
と
も
、
論
議
に
柔
軟
性
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

V

祭
典
論
議
の
政
治
性
一
「
最
高
存
在
」
崇
拝
と
暴
君
の
記
憶
－
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前
節
ま
で
の
考
察
に
お
い
て
、
筆
者
は
祭
典
論
議
、
と
り
わ
け
後
半
期
の
そ
れ
が
、
比
較
的
自
由
に
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
柔
軟
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
本
節
で
は
こ
の
論
議
に
課
せ
ら
れ
た
制
約
的
要
素
の
有
無
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　
共
和
三
年
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
（
九
四
年
九
月
）
以
降
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
右
派
に
よ
る
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
へ
の
弾
圧
は
日
増
し
に
激
化
し
て
い

た
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
民
衆
協
会
の
抑
圧
と
い
う
形
で
表
れ
た
。
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
右
派
は
、
食
糧
不
足
か
ら
生
じ
る
暴
動
や
騒
擾
が
、
民
衆

協
会
に
よ
っ
て
指
揮
・
扇
動
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。

　
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
へ
の
弾
圧
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
へ
の
非
難
と
い
う
形
で
も
進
行
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
犯
し
た
罪

状
に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
、
（
九
五
年
一
月
五
日
に
行
わ
れ
、
二
月
二
〇
日
の
『
モ
ニ
ト
ゥ
…
ル
』
紙
に
掲
載
）
「
最
高
存
在
」
の
祭
典
も
非
難
の
対

　
　
　
　
⑳

象
に
な
っ
た
。
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人
民
を
鎖
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
弱
々
し
い
が
美
徳
あ
ふ
れ
る
人
々
の
心
を
、
最
高
存
在
と
霊
魂
の
不
滅
の
よ
う
な
、
う
ぬ
ぼ
れ
た
法
令
に
よ
っ
て
誘
惑
し

　
　
た
こ
と
…
…

　
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
に
言
及
し
た
通
信
文
が
、
事
前
に
検
閲
を
受
け
、
そ
の
多
く
が
朗
読
さ
れ
る
前
に
廃
棄
さ
れ
た
と
い
う
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル

の
推
測
は
、
こ
の
よ
う
な
史
料
の
存
在
か
ら
考
え
て
も
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
「
最
高
存
在
」
の
祭
典
が
ロ
ベ
ス
ピ

エ
ー
ル
の
犯
し
た
罪
で
あ
る
と
宣
一
欝
さ
れ
た
こ
と
は
、
祭
典
論
議
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
表
三
を
見
る
と
、
「
最
高
存
在
」
を
崇
拝
対
象
に
掲
げ
た
企
画
の
う
ち
、
「
霊
魂
の
不
滅
」
を
併
記
し
た
も
の
が
、
テ
ラ
ル
を
除
い
て
皆
無
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
霊
魂
の
不
滅
」
と
は
、
第
三
節
で
見
た
よ
う
に
、
ル
ソ
ー
に
代
表
さ
れ
る
有
神
論
思
想
の
概
念
で
あ
る
が
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
祭
典
を

企
画
し
た
際
、
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
と
共
に
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
当
時
の
議
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
神
の
存
在
は
認
め
て
い
た
が
、

「
霊
魂
の
不
滅
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
懸
念
を
表
明
し
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
司
祭
と
和
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
批
判
し
た
。
第
二
章
で
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

介
し
た
「
神
の
母
」
事
件
で
も
、
こ
の
概
念
が
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
テ
オ
を
非
難
す
る
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
た
。

　
共
和
二
年
に
お
い
て
、
か
つ
て
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
に
賛
同
し
て
「
最
高
存
在
」
の
祭
典
の
組
織
化
に
関
与
し
た
オ
ポ
ワ
と
ヴ
ォ
ー
（
表
三
の

～
○
）
の
企
画
の
中
に
、
こ
の
概
念
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
意
味
深
長
で
あ
る
。
ま
た
、
ピ
ケ
や
ラ
ン
ト
ナ
は
、
「
霊
魂
の
不
滅
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

暴
君
縫
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
論
理
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
故
に
、
こ
の
条
項
の
削
除
は
、
祭
典
企
画
者
が
「
最
高
存
在
」
の
祭
典
と
ロ
ベ
ス

ピ
エ
ー
ル
失
脚
の
関
連
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
三
節
で
紹
介
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
議
員
テ
ラ
ル
は
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

回
目
の
企
画
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
フ
ラ
ン
ス
入
の
大
部
分
、
す
な
わ
ち
勤
勉
な
市
民
達
に
と
っ
て
、
最
も
慈
悲
深
く
、
最
も
強
い
の
は
最
高
存
在
、
霊
魂
の
不
滅
、
罪
に
対
す
る
来
世
で
の

　
　
罰
、
善
行
や
不
幸
、
苦
し
み
に
対
す
る
来
世
で
の
報
酬
へ
の
信
御
で
あ
る
…
：
：
最
高
存
在
の
み
に
限
定
し
た
信
仰
、
す
な
わ
ち
理
神
論
は
、
道
徳
に
お

　
　
い
て
は
無
神
論
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
。
善
も
悪
も
な
い
神
性
に
対
し
て
純
粋
な
瞑
想
を
行
う
だ
け
で
は
、
非
現
実
的
で
あ
る
か
ら
だ
。
故
に
理
神
論
は
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政
治
に
お
い
て
も
健
全
な
道
徳
に
お
い
て
も
、
無
神
論
と
同
じ
く
危
険
で
あ
る
。

　
ー
テ
ラ
ル
以
外
で
「
罪
に
対
す
る
罰
」
や
「
善
行
へ
の
報
酬
」
に
言
及
し
て
い
る
の
は
ピ
ケ
（
表
三
の
三
）
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
記
述

か
ら
は
、
テ
ラ
ル
が
祭
典
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
要
素
と
し
て
、
「
霊
魂
の
不
滅
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
彼
に
と
っ
て
、
こ
れ

ら
の
条
項
こ
そ
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
し
て
祭
典
を
組
織
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
よ
り
重
要
な
現
象
と
し
て
は
、
マ
テ
ィ
ウ
（
表
三
の
四
）
の
企
画
に
見
ら
れ
る
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
…
章
で
も
見
た
よ
う
に
、
ロ
ベ
ス

ピ
エ
ー
ル
が
フ
ロ
レ
ア
ル
一
八
日
の
報
告
を
作
成
す
る
際
、
直
接
参
照
し
た
の
が
マ
テ
ィ
ウ
の
企
画
（
九
四
年
二
旦
毛
日
に
公
教
育
委
員
会
に
提

出
）
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
企
画
書
の
冒
頭
に
は
、
九
四
年
二
月
五
日
に
お
け
る
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
演
説
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

マ
テ
ィ
ウ
が
共
和
三
年
に
新
し
く
提
出
し
た
祭
典
企
画
に
お
い
て
は
、
こ
の
演
説
が
別
の
人
物
の
も
の
に
換
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
ロ

ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
、
報
告
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
マ
テ
ィ
ウ
の
企
画
に
修
正
を
施
し
、
そ
の
第
八
条
…
祭
典
の
実
施
場
所
を
「
理
性
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

殿
」
と
呼
ぶ
こ
と
一
を
削
除
し
た
が
、
共
和
三
年
の
新
し
い
企
画
で
は
、
再
び
こ
の
「
理
性
の
神
殿
」
が
実
施
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
理

性
崇
拝
の
導
入
は
、
他
の
企
画
に
も
幾
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
以
上
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
は
反
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
反

ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
立
場
を
宣
伝
す
る
効
果
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
企
画
妻
達
の
経
歴
や
政
治
的
立
場
と
併
せ
て
考
え
る
と
興
味
深
い
。
残
念
な
が
ら
企
画
者
全
員
が
こ
の
時
期
に
目
立
っ
た
発
言
を
残
し
た
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
政
治
的
立
場
の
判
励
を
行
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
シ
ェ
ニ
エ
が
公
教
育
委
員
、
ヂ
ュ
ラ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
ヌ
が
立
法

委
員
、
テ
ィ
リ
オ
ン
が
公
共
事
業
委
員
を
務
め
た
こ
と
は
判
っ
て
い
る
。
こ
の
三
人
は
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
弾
圧
政
策
に
も
関
与
し
て
い
た
。
一

方
で
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
派
と
し
て
告
発
を
受
け
た
コ
ロ
・
デ
ル
ポ
ワ
（
表
三
の
一
六
）
は
、
九
五
年
三
月
一
日
に
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
を
企
画
し
た
者
の
内
、
マ
テ
ィ
ウ
は
九
四
年
九
月
か
ら
保
安
委
員
を
務
め
て
お
り
、
政
府
中
枢
で
活
躍
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

エ
シ
ャ
セ
リ
オ
ー
は
ク
ー
デ
タ
直
後
に
公
安
委
員
を
務
め
、
バ
レ
イ
ロ
ン
（
表
目
の
五
）
は
一
二
月
二
〇
日
よ
り
公
教
育
委
員
を
務
め
て
い
た
。

故
に
、
こ
れ
ら
の
者
達
は
、
皆
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
期
に
お
い
て
政
治
的
な
成
功
を
享
受
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
～
方
で
ヴ
ォ
ー
は
、
九
四
年
一
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⑫

○
月
二
日
よ
り
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
派
と
し
て
告
発
さ
れ
、
ク
ー
デ
タ
時
に
お
け
る
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
弁
護
の
責
任
を
問
わ
れ
て
い
た
。
彼
は
、

非
キ
リ
ス
ト
教
化
運
動
の
際
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
弁
護
し
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
暗
殺
を
逃
れ
た
こ
と
を
、
「
最
高
存
在
」
の
加
護
に
よ
る
も

の
と
宣
言
し
た
「
過
去
」
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
あ
る
者
は
自
ら
の
政
治
的
成
功
を
護
る
た
め
、
ま
た
あ
る
者
は
こ
れ
以
上
の
政
治
的
凋
落
を
避
け
る
た
め
に
、
自
ら
の
生
心
と
ロ

ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
祭
典
の
差
異
化
を
図
っ
た
と
言
え
よ
う
。
企
画
を
見
る
限
り
、
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
だ
け
な
ら
大
し
た
問
題
は
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
「
霊
魂
の
不
滅
」
を
加
え
て
し
ま
う
と
、
否
応
な
し
に
政
治
的
な
文
脈
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ロ
ベ

ス
ピ
エ
ー
ル
の
遺
産
と
い
う
「
負
の
記
憶
」
が
、
祭
典
論
議
に
制
約
を
与
え
て
い
た
事
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

共和三年における旬雛祭典の再編（山中）

①
沁
§
唇
、
婁
§
寒
§
、
ミ
恥
§
く
鼠
卜
。
ρ
℃
践
。
。
口
。
。
轟
8
唱
℃
・

　
§
ミ
紺
ミ
・
と
略
す
）

卜⊃

}
ト
。
も
。
．
（
以
下

②
ミ
§
帖
§
き
＜
。
｝
卜
。
卜
。
も
p
①
認
よ
鐸

③
O
N
。
募
§
ミ
も
」
憲
ρ

④
§
ミ
§
ボ
＜
。
冨
ω
も
唱
』
ω
心
《
鱒
甲
ω
野

⑤
さ
、
ミ
§
引
く
。
冨
ω
も
層
ω
卜
。
’

⑥
§
、
ミ
§
e
＜
。
冨
ω
も
．
c
。
ω
’
旬
日
祭
典
に
関
す
る
企
画
案
は
全
て
フ
ラ
ン
ス
国

　
立
國
書
館
（
以
下
し
d
瓢
頃
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
｝
部
の
史
料
は
保
存
状
態

　
が
悪
く
、
参
照
に
耐
え
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
英
国
の
b
U
昏
冨
ゴ
に
げ
・

　
話
q
（
以
下
b
ヴ
い
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
照
し
た
。

⑦
旨
〉
罵
。
仁
げ
Φ
［
ζ
O
お
呂
p
号
q
帖
計
く
。
孤
山
も
．
ω
器
甲
。
。
刈
。
。
．

⑧
旨
ζ
濁
β
蚤
曾
馬
、
～
§
譜
詩
§
－
§
ミ
℃
§
貫
毒
ミ
譜
晦
ミ
§
亀
・
§
翁

　
鶏
こ
携
斎
§
奪
礒
§
帖
、
舞
b
d
劃
男
．
一
〇
①
○
。
．
（
一
9
）
も
層
卜
。
．
「
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

　
何
も
か
も
決
め
て
し
ま
う
こ
と
が
凡
庸
の
極
み
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て

　
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
が
諸
君
の
望
む
利
点
を
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
っ
た

　
と
は
思
え
な
い
。
」

⑨
H
－
し
d
－
Ω
竃
蝉
量
Φ
戸
》
暮
騎
譜
喬
駐
、
N
§
§
ミ
葛
篭
善
§
馬
勢
ミ
＝
§
；
§
ミ

　
ミ
蕊
ミ
ミ
賊
§
ミ
ミ
凡
心
暴
㌧
ミ
冬
ミ
舞
奪
ミ
駄
臨
馬
毒
ミ
琳
ミ
§
琳
譜
N
§
黎
し
づ
r

　
閃
」
O
⑦
。
。
（
一
■
）
も
．
鱒
■
「
田
舎
で
は
住
人
同
士
の
距
離
が
離
れ
、
ま
た
夜
も
長
い

　
こ
と
か
ら
、
こ
の
集
ま
り
は
楽
し
く
、
そ
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
り

　
…
…
」

⑩
勺
．
c
ご
8
σ
q
毒
。
P
D
誉
§
譜
さ
、
6
－
き
§
鼠
偽
b
ヴ
§
三
舞
§
ミ
転
§
㍉
ミ
鼻

　
養
こ
ご
籍
謎
ミ
§
翁
書
恥
§
㍉
ミ
爵
じ
σ
r
国
一
〇
①
c
。
λ
一
。
。
．
）
珊
娼
．
ω
■

⑪
Ω
○
℃
。
F
憲
尉
昏
ミ
ぎ
さ
ミ
一
聴
罪
。
§
ら
§
§
肉
§
琶
鴨
、
。
ミ
，
駐
§
馬
義

　
斎
誤
轟
匙
§
帖
義
特
ミ
曾
。
営
、
愚
蕊
§
§
ミ
弔
意
愚
ド
ゆ
炉
男
「
一
8
④
ス
。
。
“
。
．
）
堕

　
や
ド

⑫
望
8
急
写
鼻
ミ
も
』
嗣
力
強
く
知
的
で
慈
悲
深
い
神
の
存
在
、
来
世
の
観

　
念
、
正
義
へ
の
幸
福
、
悪
へ
の
報
い
、
社
会
契
約
と
法
の
聖
性
、
こ
れ
ら
こ
そ
市

　
民
的
、
建
設
的
ド
グ
マ
に
し
て
諸
霜
が
遵
守
す
べ
き
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

　
ら
無
く
し
て
社
会
は
存
在
し
得
な
い
だ
ろ
う
。
」
理
神
論
と
有
神
論
は
厳
密
に
は

　
区
別
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
川
合
清
隆
鯛
ル
ソ
…
の
啓
蒙
哲
学
－
自
然
・

　
社
会
・
神
一
輪
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
二
七
一
頁
。
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⑬
笥
冨
馨
ぎ
爵
。
。
層
b
“
ミ
§
§
鴨
ミ
譜
黛
§
無
℃
ミ
雰
§
暗
・
§
琳
譜
ミ
§

　
ミ
ミ
婿
讐
§
隷
誠
ミ
N
ミ
。
潭
籍
砺
濠
鷺
砺
譜
ミ
§
㌣
翁
魅
ミ
，
、
ト
ミ
曽
ミ
§
舞
§
ミ
“
腎
ミ
、

　
紺
§
ミ
§
～
§
二
二
沁
ま
ミ
愚
琳
ト
匙
ぶ
b
d
累
担
。
。
。
Ψ
目
Φ
ω
c
。
－
＝
罐
も
’
一
。
。
・
「
明
ら
か

　
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
入
塾
の
再
生
は
、
こ
の
制
度
〔
旬
β
祭
典
の
こ
と
〕
が
、

　
宗
教
制
度
と
は
何
ら
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
な
く
、
し
か
し
な
が
ら
全
て
の
国
民
を

　
安
定
し
た
原
理
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
」

⑭
旨
し
ヴ
．
潮
馨
巨
ρ
b
覇
奪
覇
、
§
§
辱
砺
も
§
・
卜
総
ミ
嵩
帖
。
甲
尋
誉
ミ
§
ミ
ミ
鷺
。
－

　
、
ド
切
貿
銅
G
Q
凶
い
㊦
ω
c
Q
∴
一
ら
Q
H

⑮
回
勾
毒
魯
∬
奪
§
N
息
ミ
。
§
ミ
ミ
ミ
誉
ミ
§
ミ
恥
ミ
，
N
ミ
へ
§
ミ
§
譜
轟
辱

　
駄
騎
象
譜
恥
斎
§
、
N
ミ
§
ミ
跨
も
ミ
，
S
沁
ミ
ミ
§
Ψ
し
u
ダ
国
δ
①
。
。
卜
（
目
ε
も
マ
ら
。
ム
．

⑯
甲
O
み
σ
。
葺
ρ
韓
§
譜
§
勉
象
§
b
み
暑
く
巳
r
℃
旨
し
・
し
。
。
卜
。
。
。
も
■
＝
野

⑰
勺
6
・
野
野
巳
貫
寒
誉
、
ミ
牒
貯
駕
ミ
曇
ミ
蛍
ゆ
国
国
。
。
。
ト
課
マ
δ
ホ
も
．

　
区
■
こ
の
論
文
は
、
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
三
日
の
法
令
が
制
定
さ
れ
る
直
前
に
発
表
さ

　
れ
た
。
』
．
》
冤
。
環
げ
袖
珍
．
O
「
①
き
戸
信
．
ら
帖
計
く
9
？
ド
℃
．
蕗
①
．
尚
、
グ
レ
ゴ

　
ワ
ー
ル
、
ボ
ー
ダ
ン
共
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
第
一
に
考
え
る
立
場
か
ら
か
、

　
「
最
高
存
在
扁
の
祭
典
が
実
施
さ
れ
た
時
、
報
告
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の

　
期
待
は
裏
切
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

⑱
9
↓
Φ
§
r
沁
餐
ミ
§
捻
こ
覇
藁
海
霧
ミ
ミ
義
も
ミ
魯
愚
詠
免
寄
こ
無
辱
ミ

　
§
§
こ
N
”
ゆ
翼
潤
。
。
。
噂
U
①
ω
。
。
∴
一
ω
P
薯
．
㌣
G
。
’
「
私
は
卒
直
に
以
下
の
よ
う
に

　
思
う
。
楽
器
の
音
、
ダ
ン
ス
、
詩
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
自
的
は
達
成
し
な
い
だ
ろ

　
う
。
」
尚
、
テ
ラ
ル
は
企
画
に
お
い
て
公
斑
宣
誓
の
廃
止
を
．
訴
え
て
い
る
。

⑲
ル
ソ
ー
（
今
野
～
雄
訳
）
『
エ
ミ
ー
ル
（
中
漏
岩
波
文
庫
、
｝
九
六
三
年
、
一

　
二
〇
…
二
一
九
頁
。

⑳
魯
騨
。
ゲ
器
ω
9
磐
き
沁
ミ
偽
ζ
。
蕊
無
㌧
ミ
国
宝
ミ
ら
ミ
§
，
盛
夏
ミ
隷
ミ
爵
帖
、
舞

　
辱
ミ
，
肉
逡
ぎ
毯
ミ
，
画
ミ
駐
ミ
二
四
§
鳶
貯
ミ
妃
く
。
一
一
ω
甲
喝
O
．
一
Φ
甲
卜
⊃
O
O
■

⑳
U
．
日
三
嵩
o
P
§
欺
§
駄
竪
さ
帽
賜
ミ
N
塁
奇
§
轟
霜
誉
尊
題
嘗
、
§
尋
皆
き
§
ミ
“

　
蹴
窒
毒
ミ
昏
ミ
§
腎
譜
ミ
§
前
職
ド
劇
劃
男
」
O
①
卜
⊃
■
（
一
F
）
も
膨
甲
鱒
．
彼
は
祭
典
再

　
編
の
専
門
委
員
会
の
創
設
を
求
め
た
が
、
実
際
に
創
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
記
録
は

　
な
い
。

⑫
福
二
。
訂
器
Φ
ユ
窪
多
沁
§
o
乱
ミ
㌣
＆
ミ
養
こ
塗
篭
虜
富
G
心
ミ
勲
讐
虜
§
§
智
、

　
蛸
急
翁
面
貯
§
q
ミ
、
尽
黛
袋
嵩
O
ミ
譜
8
ミ
蹄
駄
駄
ぎ
陰
，
N
ミ
ご
謡
辱
袋
ミ
避
国
蚕
ミ
§
§
§
㍗

　
鋤
、
題
急
ミ
鷺
墨
譜
貯
、
き
ら
欺
§
甲
§
註
琳
§
き
く
9
ト
つ
ら
Q
曽
9
幽
ド

⑬
旨
日
Φ
【
琶
γ
防
ミ
鷺
§
娩
肉
蝿
§
㍉
§
乙
ミ
N
題
喬
§
奪
却
§
機
動
も
ミ
き
勉
愚
蝕
富
7

　
、
黛
毒
ミ
“
§
寒
、
斜
切
ピ
”
男
H
O
①
c
。
．
（
一
餅
）
も
．
轟
。
。
■
ま
た
、
テ
ラ
ル
は
「
ロ

　
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
、
最
高
存
在
と
霊
魂
の
不
滅
を
宣
誉
し
て
お
き
な
が
ら
、
立
憲

　
派
司
祭
ま
で
も
嫌
悪
し
、
彼
ら
の
遺
骸
を
元
貴
族
や
有
識
者
の
そ
れ
と
取
り
違
え

　
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
奪
ミ
竜
」
野

⑳
』
・
即
国
色
亀
ρ
二
二
践
。
、
二
国
』
こ
跨
養
鰻
§
§
ミ
恥
も
ミ
始
ざ
6
N
N
魯
へ
§
ミ
魯

　
貯
b
き
ミ
魯
b
u
r
顕
一
〇
①
○
。
．
（
一
々
．
）
も
b
」
誌
・

⑮
℃
－
甲
U
－
O
．
国
母
ρ
、
虫
⇔
・
q
窓
ミ
Q
嵐
§
§
魯
貯
浄
§
曳
暮
・
就
鴨
ミ
轄
昏

　
ミ
O
§
§
ミ
暑
ミ
琳
凡
§
縞
貯
養
こ
題
喬
§
誌
霜
§
㌣
舞
b
d
い
w
頃
」
8
。
。
■
（
一
〇
．
）
署
．

　
H
る
．
「
祭
典
の
日
を
、
こ
の
国
を
支
配
す
る
キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
者
に
さ
さ
げ

　
な
け
れ
ば
、
礼
拝
の
自
由
を
認
め
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」

⑳
§
ミ
§
螢
。
冨
。
。
も
眞
。
。
り
．

⑳
竃
．
し
ウ
。
乱
。
置
㊦
m
F
沁
。
富
落
貯
叢
ぶ
漁
戸
鳥
ρ
一
〇
㎝
メ
M
・
ブ
ゥ
ロ
ワ
ゾ
（
遅
塚
忠

　
躬
訳
）
『
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
臨
白
水
社
、
一
九
五
八
年
、
　
＝
一
六
1
～
四
三
頁
。

　
這
続
く
。
一
⑩
押
や
①
膳
9

⑬
　
空
曇
尽
曽
愚
誌
鋭
マ
9
「
も
し
あ
る
人
が
社
会
契
約
を
守
護
す
る
た
め
の
真

　
実
が
何
で
あ
る
か
を
忘
れ
、
そ
し
て
私
が
そ
れ
ら
の
真
実
を
反
共
和
主
義
的
な
神

　
学
か
ら
借
用
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
な
ら
、
私
は
そ
の
入
に
以
下
の
こ
と
を
思

　
い
出
さ
せ
る
こ
と
と
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
カ
テ
ィ
リ
ナ
を
擁
護
し
よ
う
と
し
た

　
カ
エ
サ
ル
の
こ
と
を
。
彼
は
、
霊
魂
の
不
滅
と
い
う
ド
グ
マ
を
打
ち
た
て
よ
う
と

　
し
た
の
だ
。
カ
ト
ー
と
キ
ケ
ロ
が
彼
に
反
駁
す
る
に
は
、
カ
エ
サ
ル
が
有
害
な
市

　
民
と
し
て
語
り
、
国
家
に
有
害
な
教
義
を
提
唱
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
だ
け
で
十
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分
だ
っ
た
。
駄
第
二
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
「
カ
テ
ィ
リ
ナ
」
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー

　
ル
を
指
す
隠
語
と
し
て
機
能
し
た
。
尚
、
ラ
ン
ト
ナ
も
ピ
ケ
と
同
じ
逸
話
を
記
し

　
て
い
る
。
閃
’
ピ
営
子
㊦
⇒
閉
り
魯
9
叙
昏
も
’
卜
⊃
ト
っ
■

⑳
旨
円
①
H
邑
甲
信
ミ
も
■
幽
．

⑳
　
詳
細
は
松
浦
、
前
掲
論
文
、
三
七
頁
。
尚
、
共
和
二
年
の
マ
テ
ィ
ウ
の
企
画
に

　
つ
い
て
は
、
旨
》
｝
δ
¢
ぴ
簿
窯
マ
O
話
⇒
o
P
魯
織
野
く
9
㎝
山
層
箸
．
ω
膳
？
ω
認
を

　
参
照
の
こ
と
。
但
し
、
共
和
二
年
の
企
画
で
は
、
「
理
性
の
神
殿
」
に
雪
及
し
た

　
箇
．
所
は
、
第
八
条
も
含
め
て
四
か
条
も
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
共
和
～
二
年
の
企
画

　
で
は
、
そ
れ
が
「
旬
日
の
神
殿
」
と
言
い
換
え
ら
れ
（
第
六
条
）
、
「
理
性
の
神

　
殿
」
に
書
及
し
た
の
は
第
二
三
条
の
一
か
条
の
み
で
あ
る
。

⑳
　
企
画
者
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
旨
〉
賓
。
暮
①
樽
ζ
．
O
お
コ
o
P
愚
「
ら
釣
＜
2
り
－
ド

　
ト
っ
を
参
照
し
た
。

⑳
　
ミ
§
§
ミ
気
9
8
も
唱
■
一
ω
呼
δ
ω
．

⑯
共
和
二
年
に
お
け
る
オ
ポ
ワ
と
ヴ
ォ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
〉
巳
霞
9
魯
．

　
爲
計
P
ω
O
ρ
ω
ω
9
ω
G
臼
ρ
§
ミ
§
3
＜
〇
一
ト
∂
ρ
℃
層
窃
O
N

お
　
わ
　
り
　
に

共和三年における旬日祭典の再編（山中）

　
本
稿
は
、
共
和
三
年
に
お
け
る
旬
日
祭
典
の
再
編
の
特
質
を
考
察
し
た
。
そ
の
際
、
「
革
命
家
と
民
衆
の
相
互
関
係
」
と
い
う
分
析
視
角
を

用
い
、
特
に
「
革
命
家
」
の
認
識
に
焦
点
を
当
て
た
。
そ
の
結
果
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
旬
日
祭
典
は
、
共
和
暦
の
制
定
か
ら
派
生
し
て
実
施
さ
れ
た
祭
典
で
あ
る
が
、
共
和
二
年
に
お
け
る
そ
の
成
果
は
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
に
よ
る
「
て
こ
入
れ
」
も
、
目
覚
し
い
改
善
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
制
度
的
に
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
言
っ
て

よ
い
。
こ
う
し
た
体
験
を
経
て
、
「
革
命
家
」
達
は
共
和
三
年
に
祭
典
の
再
編
に
乗
り
出
し
た
。
か
つ
て
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
制
度
の
改
善
を

図
る
た
め
に
、
企
画
者
達
が
選
ん
だ
選
択
肢
は
、
ま
ず
は
民
衆
の
娯
楽
や
自
律
性
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
当
時
の
食
糧
難
を

原
因
と
す
る
治
安
の
悪
化
も
関
係
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
祭
典
論
議
は
、
そ
の
展
開
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
へ
の
歩
み
寄
り
を
表
明
し
、
ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
議
員
も
論

議
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
は
独
特
の
位
置
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
旬
日
祭
典
と
カ
ト

リ
ッ
ク
教
徒
を
結
び
つ
け
る
「
接
着
剤
」
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
、
位
概
付
け
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。
ル
ソ
ー
に
代
表
さ
れ
る
有
神
論

思
想
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
名
乗
る
議
員
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
論
議
の
展
開
に
は
、
共
和
二
年
フ
ロ
レ
ア
ル
一
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八
日
に
お
け
る
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
報
告
が
も
た
ら
し
た
「
成
果
」
が
活
か
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
意
図
で
企

画
さ
れ
た
祭
典
が
、
果
た
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
も
受
容
可
能
な
も
の
で
あ
り
え
た
か
ど
う
か
は
、
全
く
別
の
問
題
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
「
最
高
存
在
」
の
崇
拝
は
、
恐
怖
政
治
を
否
定
す
る
こ
と
を
そ
の
存
在
意
義
と
し
て
い
た
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
派
の
支
配
す
る
議

会
に
お
い
て
、
あ
る
種
の
政
治
性
を
帯
び
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
祭
典
企
画
に
「
霊
魂
の
不
滅
」
の
条
項
を
盛
り
込
む
こ
と
は
、
暴
君
ロ
ベ
ス

ピ
エ
ー
ル
の
記
憶
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
故
に
、
企
画
者
達
は
、
自
ら
の
案
と
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
と
の
違
い
を
強
調
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
祭
典
企
画
に
み
ら
れ
る
差
異
化
の
痕
跡
は
、
「
民
衆
」
の
受
容
と
い
う
至
上
命
題
と
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
亡
き
後
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
と

の
間
で
、
揺
れ
動
き
、
苦
悩
す
る
「
革
命
家
」
の
姿
を
映
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
は
じ
め
に
も
触
れ
た
通
り
、
「
革
命
家
と
民
衆
の
相
互
関
係
」
と
い
う
分
析
視
角
は
、
革
命
期
に

存
在
し
た
様
々
な
中
間
集
団
の
存
在
を
無
視
し
て
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
稿
の
範
囲
で
は
、
こ
の
分
析
視
角
が
極
め
て
限
定
的
な

も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
踏
ま
え
た
上
で
、
旬
日
祭
典
の
再
編
を
捉
え
直
し
た
時
、
こ
の
再
編
が
、
同

時
期
の
文
化
的
政
策
と
の
関
連
に
お
い
て
、
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。

　
本
稿
の
考
察
を
通
し
て
、
共
和
三
年
に
お
け
る
旬
日
祭
典
の
再
編
の
特
質
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
な
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
初
の
政

教
分
離
体
制
の
樹
立
を
宣
言
し
た
共
和
三
年
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
三
日
の
法
令
も
、
そ
の
意
義
を
問
い
直
す
必
要
が
生
ず
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
文
中
に
も
触
れ
た
が
、
礼
拝
の
自
由
を
求
め
た
立
憲
派
司
教
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
の
報
告
は
、
シ
ェ
口
輪
に
よ
る
最
初
の
企
画
（
ニ
ヴ
ォ
ー
ズ

｝
日
）
発
表
の
直
後
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
三
日
の
法
令
が
成
立
し
た
後
、
祭
典
企
画
は
ほ
と
ん
ど
提
出
さ
れ
な
く
な
り
、
再
編

作
業
は
衰
退
・
停
止
し
た
。
両
者
は
ま
さ
に
同
時
期
に
展
開
し
た
出
来
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
令
成
立
の
背
景
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ヴ
ァ
ン
デ
と
の
講
和
や
恐
怖
政
治
後
の
親
キ
リ
ス
ト
教
的
世
論
の
存
在
等
が
指
摘
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
一
方
で
祭
典
再
編
と
の
関
連
に
言
及

し
た
研
究
は
、
旬
日
祭
典
を
単
な
る
非
キ
リ
ス
ト
教
化
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
、
祭
典
企
画
の
多
く
が
娯
楽
を

重
視
し
、
論
議
の
後
半
か
ら
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
立
場
に
あ
る
程
度
配
慮
し
、
そ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
も
再
編
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
明
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ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
祭
典
論
議
を
差
し
置
い
た
形
で
、
し
か
も
一
度
も
実
施
す
る
こ
と
な
く
、
何
故
こ
の
法
令
は
成
立
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

旬
日
祭
典
の
再
編
、
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
三
日
の
法
令
に
加
え
て
、
同
時
期
に
進
ん
で
い
た
中
間
集
団
に
対
す
る
政
策
を
絡
め
て
考
察
を
進
め
れ
ば
、

政
教
分
離
体
制
の
新
た
な
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
。
詳
細
は
別
丁
に
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

①
共
和
腰
自
体
に
対
す
る
反
発
が
顕
在
化
す
る
の
は
、
こ
の
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
三
日

　
の
法
命
の
制
定
後
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
は
、
ニ
ヴ
ォ
ー
ズ
一
日
に
お

　
け
る
報
告
の
段
階
で
は
、
旬
日
祭
典
再
編
へ
の
支
持
を
表
明
し
て
い
た
。

　
§
ミ
ミ
き
く
。
冨
ω
も
’
ω
一
’

②
革
命
期
の
中
間
淫
雨
に
関
す
る
近
年
の
成
果
と
し
て
は
、
憲
永
茂
樹
「
中
間
集

　
団
の
声
と
沈
黙
一
　
七
九
一
年
夏
一
秋
i
」
遡
人
文
学
報
輪
八
八
、
二
〇
〇

　
三
年
。

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
　

共和三年における旬B祭典の再編（1⊥1中）
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been　coRsidered　an　“elusive　arrangement，”　as　weg　as　to　reveal　the　role　played　by

the　Japanese－American　negotiations　of　1951　i皿　torpedoi19　翫e　Paci壼。　Pact．

Finally，　this　article　reconsiders　the　significance　of　the　concept　of　the　“Pacific　Pact”

as　a　part　of　American　strategy　toward　the　Asia－Pacfic　regioR　in　the　1950s．

La　r60rganisation　de　la　fete　d6cadaire　en　1’aR　III

par

YAMANAKA　Satoshi

Pendant　la　R6volution，　il　y　a　eu　plusieurs　essais　pour　r696n6rer　1’homme．　En

particulier，　en茎’an　II（septembre　1793－septembre　1794），1a　d6christianisation，　Ia

fete　de　la　Raison，　le　Calendrier　r6publicain，至e　changemen£de至a　d6nom1na廿on　des

　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
p重aces，　la　f6£e　de　l’Etre　supreme，　e宅。．，　les　essais　caract6盤sques　ont　eu　lieu。

Pami　ces　essais，　je　m’int6resse　plus　par£圭culiさrement　b　Ia　fete　d6cadahre．　Cette

fδte，　cr6∈…e　en　novernbre　1793，　avait　heu　a　chaque　d6cade　pour　renforcer　la

mentaHt6　r6publicaine．　On　dit　que　la　fGte　n’6£ait　pas　importante，　car　beaucoup　de

gens，　qui　s’obstinaient　dans．la　pratique　traditionnel豆e　du　catho薮cisme　lui　ont

r6sist6．　Mais，　d’un　autre　poklt　de　vue，　je　Ia　trouve　tr6s㎞portante　pour　6tudier

la　1～吻oJ諭。ηdes　mceurs．

　　Aprさs　l’an　II，　la　Convention　nat呈onale　a　r60rganis6　cette　fさte　en　l’an　III，　donc　je

pense　que　cette　r60rganisation　ref16tait　la　relation　mutuelle　entre　les

物。励灘紹sco㎜e　les　fondateurs　des　nouveUes　moeurs　e毛1θ騨s卿吻1θ

qui　les　ont　adopt60u　leur　ont　r6sist6　a　leur　gr6．　Il　Ine　semble　que　cette　re至ation

est血dispensable　pour至’6tude　de　la　R6vokltion　des　moeurs．　C’est　pourquoi　l’ai

essay6　d’exalniner　le　caractさre　de茎a　r60rganisation　en　l’an　III．

　　En　l’an　II，　depuis　la　d6cision　de　la　ex6cution，　le　pubhc　avait　r6serv6　un　accue且

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
froid　2玉a　fete　d6cada辻e．　Aprbs　le　rapport　de　Robespierre　sur　1’eXistence　de　rEtre

supreme　ed’tmortalit6　de　l’ame（最or6al　18），　il　y　a　eu　retentisseme薮t　certain，

mais　圭l　a　6t6　hlnitat江．　Les　形z／olutionnaires　ont　6chou6　1’61argissment　de　玉a　fξite

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
d6cadaire，　et　la　f合te　de　rEtre　supreme　a　6t6　critiqu6e　comme　la　conspiration

contre－r6volutionna辻e　de　Robespierre．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　Aprさs　le　coup　d’Etat　du　g　thermidor，　la　Convention　nationale　a　chang61e
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systさme　pohtique　dramatiquement　et　at£aqu61es　jacobins　comme至es　dkecteurs　de

ia　Ten℃ur．　Dans　un　tel　contexte，　en　hiver　1794，　Ies　Conventionnels　ont　entrepris

la　r60rgan呈satiOn．

　　Presque　tous　Ies　auteurs　des　P里ans　de　la　fete　ont　avou61’6chec　de　ran　II，　donc

重ls　ont　introduit　des　616ments　de　la　distyaction（至a　danse，　le　banquet）et　le　cu星te　de
　バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ

1’Etre　supreme．　Quant　au　Etre　supr6me，　en　premier　heu，　il　a　6t6　regard6　co㎜e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
une　sorte　du　d6isme，　mais　a　mesure　que　Ia（五scussion　a　progress6，　rEtre　supreme

adevenu　le　c至6　pour　attker　les　cathohques．　Et　Ies　616ments　c6r6monials，　par

exemple，至e　rnariage，　Ia　naissance　ont　6t6　recommand6s　dans　圭e　meme　but．　La

r60rgan三sation　en　ran　II正achang6至e　cayactbre　de　la　f6te　d6cadaire．

　　Mais，　beaucoup　de　auteurs　intentiormellement　ont　ray6　1e　dogme　de

至’㎞mortaht6　de　l’ame　des　pians，　parce　que至e　dogme　a　6t6　une　des　raisons　qul　ont

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
fait　la　conspirat呈on　de　la　f6te　de　l’Etre　suprame．　La　m6moh℃de　Robespierre

restreigna圭t　Ia　y60rganisation　Hbre．

Research　on　the　Stone　Tablets　Dealing　with　Water　Supply

in　the　Hongdong洪洞District　of　Shanxi山西：The　Case　of

　　　　“Du　zong　guang　zhen　guo　ding　Hang　xian　shui　bei”

　　　　都総管鎭國定爾縣水碑，from　the　Second　Year　of

　　　　　　　the　Tianjuan天春Era　of　the∫iR金．Period．

by

IGURO　Shinobu

　　The　stone　tablets　dealmg　with　water　supply　refers　to　stone　inscriptions

recording　details　of　irrigation　worl〈s　and　results　of　disputes　over　the　division　of

irrigation　watey．　These　tablets　honored　those　involved　and　memoriatized　the

project　as　well　as　stipulated　regulations　for　water　usage．

　　There　exist　at　the　Guangshengs圭広勝寺temple　in　Hongdong　Dis悟ct　in　Shanxi

many　stone　tablets　containir｝g　records　from　the　Early－Jin　to　the　Late－Qing　period

of崩e　irrigation　systen1｛br　Huoshui窪水water．　Among　these　the“Du　zong

guang　zhen　guo　dmg　tiang　xian　shui　bei”　from　the　Tianjuan　era　of　the　Jin　period
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